
大
名
藩
邸
に
お
け
る
御
守
殿
の
構
造
と
機
能

綱
吉
養
女
松
姫
を
中
心
に

対℃

史

安
二士二

子

は
じ
め
に

武
士
の
家
に
は
、
政
治
が
行
わ
れ
る
空
間
で
あ
る
「
表
」
と
、
当
主
の
私
的
生
活
や
女
性
の
生
活
空
間
で
あ
る
「
奥
」
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

実
際
、
将
軍
家
や
大
名
家
、
そ
し
て
幕
府
に
と
っ
て
陪
臣
で
あ
る
大
名
家
臣
の
家
に
お
い
て
も
、
格
の
高
い
武
家
の
屋
敷
で
は
、
「
表
」
と

「
奥
」
は
空
間
的
な
住
み
わ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。
「
御
守
殿
」
は
、
大
名
家
の
「
奥
」
と
は
別
に
建
造
さ
れ
た
御
殿
で
あ
り
、
将
軍
の
娘
の
大

名
家
入
輿
後
に
お
け
る
生
活
空
間
で
あ
る
。
「
御
守
殿
」
は
、
将
軍
の
娘
と
は
い
え
、
藩
主
夫
人
、
又
は
継
嗣
夫
人
の
生
活
空
間
で
あ
り
、
基

本
的
に
は
「
奥
」
の
一
種
で
あ
る
と
言
え
る
。

近
年
、
近
世
幕
藩
体
制
下
の
「
奥
」
の
問
題
は
、
ジ
エ
ン
ダ
l
の
視
点
か
ら
積
極
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
長
野
ひ
ろ
子
氏
は
、
江
戸

幕
府
成
立
期
の
女
性
の
活
躍
、
幕
藩
制
国
家
の
な
か
で
の
女
性
の
位
置
付
け
、
そ
し
て
、
幕
末
か
ら
維
新
後
の
女
性
の
動
向
に
つ
い
て
、
女
性

の
政
治
的
関
わ
り
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。

女
性
の
政
治
へ
の
関
わ
り
は
、
幕
府
成
立
期
に
多
く
あ
り
、
幕
藩
制
が
安
定
す
る
と
範
聞
が
限
ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
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れ
は
、
儀
礼
的
側
面
な
の
で
あ
る
が
、
公
的
儀
礼
が
幕
藩
制
国
家
支
配
の
維
持
・
安
定
化
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
、
政
治
的
性
格
を
帯
び
た

こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
や
は
り
「
表
」
と
「
奥
」
に
は
違
い
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
事
例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
寛
政
期
の
御
台
所
(
十

一
代
家
斉
夫
人
、
近
衛
(
島
津
)
寒
子
)
と
、
同
期
の
大
奥
女
中
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
や
、
他
の
将
軍
家
、
大
名
家
に
つ
い
て
は
述
べ
ら

れ
て
い
な
い
。

(
3
)
 

大
名
家
の
正
室
の
儀
礼
に
関
し
て
は
、
柳
谷
慶
子
氏
が
仙
台
藩
伊
達
家
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
「
表
」
の
公
式
行
事
の
贈
答

対
象
に
、
藩
主
と
継
嗣
に
並
ん
で
正
室
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
正
室
は
、
節
句
や
将
軍
家
・
大
名
家
の
祝
儀
に
お
い
て
将
軍
夫
妻
と

の
贈
答
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
伊
達
家
の
女
性
を
扱
っ
た
も
の
で
は
、
松
崎
瑠
美
氏
が
い
る
。
幕
藩
体
制
成

立
期
か
ら
中
期
の
女
性
の
動
向
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
女
性
の
職
場
と
し
て
の
「
奥
」
の
研
究
は
、
奥
女
中
に
関
す
る
も
の
が
あ
り
、
松
尾
美
恵
子
氏
・
長
野
氏
・
畑
尚
子
氏
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
こ
で
は
、
将
軍
家
や
大
名
家
の
個
々
の
「
奥
」
に
お
け
る
、
女
中
の
職
制
や
俸
禄
を
「
表
」
の
家
臣
団
と
比
較
し
て
述
べ
ら
れ
て
い

る。
「
御
守
殿
」
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
御
殿
の
空
間
構
造
に
関
し
て
、
宮
崎
勝
美
氏
の
「
紀
尾
井
町
遺
跡
調
査
報
告
書
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
息
女
鶴
姫
の
「
御
守
殿
」
を
中
心
に
、
同
じ
く
綱
吉
養
女
松
姫
・
八
代
吉
宗
養
女
利
根
姫
・
十
一
代
家
斉
息
女
溶
姫
の
、

御
殿
全
体
の
規
模
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
御
殿
内
部
の
部
屋
や
、
長
局
向
き
(
女
中
の
生
活
空
間
)
の
構
造
、
女
中
に
関
し
て
は
、
規

(
6
)
 

模
を
知
る
子
懸
り
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
代
家
光
息
女
千
代
姫
(
尾
張
徳
川
光
友
室
)
の
御
守
殿
に
関
し
て
は
、
渋
谷
葉
子
氏

が
尾
張
徳
川
藩
邸
成
立
の
研
究
の
一
部
で
、
普
請
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
主
な
論
点
は
御
守
殿
そ
の
も
の
の
解
明
で
は

な
く
、
御
守
殿
と
表
御
殿
(
大
名
藩
邸
)
と
の
関
係
や
、
御
守
殿
内
部
に
か
か
わ
る
人
々
の
動
向
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

本
論
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
将
軍
の
娘
の
「
御
守
殿
」
に
お
け
る
空
間
構
造
、
贈
答
儀

礼
・
交
際
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
関
わ
る
人
々
の
実
態
解
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
に
捕
ら
わ
れ
ず
、
御
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守
殿
が
大
名
藩
邸
に
も
た
ら
し
た
影
響
や
、
幕
藩
関
係
に
お
け
る
役
割
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。
中
心
事
例
に
は
、
五
代
将
軍
綱
吉
の
養
女
松

姫
を
と
り
あ
げ
る
。
松
姫
は
尾
張
家
か
ら
将
軍
の
娘
と
し
て
、
宝
永
五
(
一
七

O
八
)
年
、
加
賀
藩
前
田
吉
徳
(
松
姫
死
後
六
代
藩
主
)
に
入

興
し
た
。

将
軍
の
娘
の
縁
組
は
、
初
代
家
康
・
二
代
秀
忠
の
時
代
に
は
、
諸
大
名
の
徳
川
方
へ
の
取
り
込
み
ゃ
、
将
軍
権
力
強
化
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
、
ゴ
一
代
家
光
・
四
代
家
綱
期
に
は
大
名
の
家
格
・
身
分
序
列
と
の
関
わ
り
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
松
姫
の
養
父
、

五
代
綱
吉
の
時
代
は
、
直
系
以
外
の
将
軍
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
高
い
格
の
公
家
か
ら
養
女
を
迎
え
、
大
名
家
へ
入
輿
さ
せ
る
こ
と
で
、
将

軍
権
威
を
示
そ
う
と
い
う
、
家
格
へ
の
強
い
意
識
が
み
ら
れ
る
。

第
一
章

御
守
殿
の
空
間
構
造

第
一
節

御
守
殿
の
成
立
と
構
造

将
軍
の
娘
は
入
輿
後
、
大
名
江
戸
藩
邸
内
に
、
既
存
の
奥
と
は
別
に
建
て
ら
れ
た
、
御
守
殿
と
呼
ば
れ
る
御
殿
を
住
ま
い
と
し
た
。
御
守
殿

と
い
う
呼
称
は
、
武
家
建
築
の
主
殿
か
ら
由
来
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
中
期
の
御
台
所
(
将
軍
正
室
)
の

生
活
空
間
に
も
、
御
守
殿
ま
た
は
御
主
殿
の
文
字
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
将
軍
の
娘
の
御
殿
に
、
い
つ
か
ら
御
守
殿
と
い
う
一
言
葉
が
使
わ
れ
た

か
は
定
か
で
は
な
い
。
松
姫
が
入
興
し
た
加
賀
藩
の
、
四
代
藩
主
前
田
光
高
の
正
室
大
姫
(
一
一
一
代
将
軍
家
光
養
女
)
の
代
か
ら
、
大
名
正
室
と

し
て
将
軍
の
娘
も
江
戸
在
住
と
な
っ
た
。
大
姫
の
御
殿
の
一
部
が
「
御
守
殿
」
と
呼
ば
れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
全
体
の
呼
称
で
あ
っ
た
か
は

特
定
で
き
な
い
。
大
姫
の
入
輿
の
六
年
後
に
、
尾
張
一
一
代
藩
主
徳
川
光
友
に
入
興
し
た
家
光
の
娘
、
千
代
姫
の
住
ま
い
は
「
御
守
殿
」
と
称
さ

れ
て
い
る
。
千
代
姫
の
頃
か
ら
将
軍
の
娘
の
格
式
が
整
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
か
ら
入
興
後
の
御
殿
を
「
御
守
殿
」
と
呼
ぶ
よ
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(
日
)

う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
口

ま
た
、
御
守
殿
は
相
手
が
三
位
以
上
に
入
輿
し
た
場
合
で
、
そ
れ
以
下
を
「
御
住
居
」
と
称
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
享
保
年
間

(
日
)

ま
で
の
事
例
で
、
実
際
に
入
輿
時
点
の
婚
姻
相
手
が
三
位
以
上
で
あ
っ
た
例
は
な
く
、
こ
の
時
期
に
は
い
ず
れ
の
場
合
も
「
御
守
殿
」
と
称
し

て
い
る
。

そ
れ
か
ら
時
代
が
下
っ
て
、
十
三
代
藩
主
斉
泰
に
入
輿
し
た
十
一
代
将
軍
家
斉
の
娘
、
溶
姫
の
住
ま
い
は
、
始
め
「
御
住
居
」
と
称
さ
れ
て

い
た
。
「
御
守
殿
」
に
変
わ
っ
た
の
は
、
斉
泰
が
中
納
言
に
昇
進
し
た
後
で
あ
る
。
中
納
言
は
従
三
位
に
相
応
す
る
官
職
で
あ
り
、
前
田
家
か

ら
「
御
住
居
」
か
ら
「
御
守
殿
」
へ
の
変
更
を
願
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
他
に
も
「
御
守
殿
」
の
称
は
、
紀
伊
徳
川
七
代
藩
主
宗
将
夫
人
の
御

殿
の
呼
び
方
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
御
守
殿
」
と
「
御
住
居
」
は
、
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
「
御
守
殿
」
の
下
に
「
御
住
居
」
と
い
う
格
が
で
き
、
区

別
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
十
一
代
将
軍
家
斉
の
息
女
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

で
は
、
将
軍
の
娘
の
住
ま
い
で
あ
る
御
守
殿
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
そ
の
規
模
で
あ
る
が
、
各
々
の
御

守
殿
の
規
模
は
統
一
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
入
輿
先
の
大
名
藩
邸
の
規
模
に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
も
藩
邸
内
の
面
積
の
六
割
は
御
守

殿
が
占
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
御
守
殿
は
藩
邸
全
体
の
「
表
」
と
「
奥
」
の
区
分
か
ら
い
え
ば
「
奥
」
空
間
に
属
し
て
い
る
が
、
御
殿
内
部
に

さ
ら
に
「
表
」
と
「
奥
」
を
有
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

実
際
の
内
部
構
造
は
、
松
姫
と
溶
姫
の
御
守
殿
絵
図
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
(
図
①
・
②
・
③
・
⑤
参
照
)
。
図
④
か
ら
図
③
は
、
松
姫

御
守
殿
の
絵
図
で
あ
る
。
図
①
は
、
「
光
現
大
夫
人
御
守
殿
御
間
絵
図
」
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
図
②
は
「
御
守
殿
廻
惣
御
絵
図
」
か
ら

作
成
し
、
図
①
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
③
は
、
図
②
の
御
守
殿
表
向
き
を
拡
大
し
た
も
の
で
、
松
姫
御
守
殿
を
め
ぐ
る
空

間
構
造
、
男
役
人
の
御
守
殿
内
の
構
造
を
論
じ
る
上
で
の
参
考
に
し
て
い
く
。
ま
た
、
図
④
は
溶
姫
御
守
殿
が
加
賀
藩
江
戸
藩
邸
に
存
在
し
た

当
時
の
全
体
図
で
あ
る
。
図
④
の
御
殿
空
間
を
拡
大
し
た
も
の
が
、
図
⑤
と
な
る
。
御
守
殿
の
藩
邸
内
で
の
位
置
関
係
や
、
松
姫
御
守
殿
と
の

80 49号お茶の水史学



比
較
対
象
に
使
用
す
る
。

松
姫
の
御
守
殿
は
、
そ
の
規
模
の
比
較
対
象
と
な
る
表
御
殿
が
、
松
姫
御
守
殿
の
絵
図
に
一
部
描
か
れ
て
い
る
の
み
で
、
全
体
を
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
御
守
殿
門
か
ら
土
蔵
地
を
含
め
て
約
九
千
坪
で
あ
っ
た
。
そ
の
松
姫
の
御
守
殿
絵
図
を
み
て
み
る
と
、
表
向
き
は
広
大
な
広

聞
が
あ
り
、
使
者
を
迎
え
、
饗
応
す
る
こ
と
が
可
能
な
空
間
で
あ
る
玄
関
と
客
問
、
そ
し
て
膳
所
を
備
え
て
い
た
。
ま
た
、
膳
所
は
表
御
殿
と

は
独
立
し
て
食
材
を
調
達
し
、
町
人
の
出
入
を
許
し
て
い
た
こ
と
が
、
構
造
か
ら
推
測
で
き
る
(
図
③
参
照
)
。
一
方
、
溶
姫
の
時
代
に
な
る

と
、
役
部
屋
や
広
間
(
御
客
間
と
御
次
)
が
縮
小
さ
れ
、
膳
所
は
御
守
殿
(
御
住
居
)
と
表
御
殿
の
間
に
あ
り
、
町
人
の
出
入
の
様
子
は
伺
え

な
しミ

(
図
⑤
参
照
)
。
御
守
殿
と
御
住
居
の
格
式
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
、
前
田
家
・
幕
府
に
お
け
る
御
守
殿
の
位
置
づ
け
の
変
化
に
よ
る
も

の
か
、
検
討
を
要
す
る
。

御
守
殿
の
奥
向
き
は
、
将
軍
の
娘
の
生
活
空
間
・
女
中
詰
所
の
御
殿
向
と
、
女
中
の
居
住
空
間
で
あ
る
長
局
向
に
区
別
さ
れ
る
。
御
殿
向
に

は
、
私
的
生
活
空
間
の
他
、
奥
向
き
の
客
聞
や
膳
所
・
物
置
も
充
実
し
て
い
た
(
図
①
・
②
参
照
)
。
そ
れ
に
加
え
、
松
姫
の
御
守
殿
に
は
表

御
殿
と
の
聞
に
、
御
守
殿
か
ら
の
び
た
一
本
の
廊
下
で
つ
な
が
れ
た
地
震
之
聞
が
あ
っ
た
(
図
①
・
②
参
照
)
。
溶
姫
の
も
の
は
、
御
守
殿
内

で
は
な
く
、
心
字
池
に
面
し
て
独
立
し
た
も
の
が
建
て
ら
れ
た
。
表
御
殿
に
は
地
震
之
聞
は
見
受
け
ら
れ
な
い
臼
地
震
に
対
し
て
、
将
軍
の
娘

の
安
全
を
考
慮
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
長
局
向
き
で
あ
る
。
御
守
殿
の
長
局
は
大
奥
の
長
局
に
倣
い
、

一
ノ
側
・
二
ノ
側
・
三
ノ
側
と
分
け
ら
れ
て
お
り
、

一
つ
の
局
に

(
幻
)

二
、
三
人
人
が
同
居
し
、
総
二
階
の
造
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
女
中
衆
だ
け
で
は
な
く
、
女
中
が
雇
う
又
者
も
と
も
に
居
住
し
て
い
た
。
松

い
ず
れ
の
局
に
も
階
段
が
あ
り
、
総
一
一
階
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
部
屋
の
多
く
は
穴
蔵
を
有
し
て
お
り
、
地
下
室
を
利

(
勾
)

用
し
て
防
災
対
策
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。

姫
の
御
守
殿
長
局
も
、

御
守
殿
も
藩
主
夫
人
の
住
ま
い
と
考
え
る
と
、
「
奥
」
の
一
種
で
あ
る
。
大
奥
に
広
敷
向
と
い
う
、
奥
向
き
の
男
役
人
が
詰
め
る
空
間
が
あ

(
お
)

(
図
⑤
参
照
)
。
だ
が
そ
の
空
間
は
一
部
で
あ
り
、
表
向
き
の
よ
う
に
、
役
部

る
よ
う
に
、
「
奥
」
に
も
男
役
人
が
出
入
す
る
空
間
が
あ
っ
た
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屋
の
他
に
は
広
間
・
式
台
な
ど
は
な
か
っ
た
口
そ
れ
に
反
し
、
御
守
殿
は
衣
向
き
と
奥
p

川
き
が
備
わ
っ
た
御
殿
で
あ
り
、
表
向
き
に
は
役
部
屋

の
他
に
、
客
間
や
接
待
の
た
め
の
膳
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た

(
同
⑧
参
照
)
口

で
は
、
大
名
藩
邸
の
中
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
表
向
き
と
奥
向
き
の
要
素
を
備
え
る
御
守
殿
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
大
名
江
戸
藩
邸
、
特
に
上
屋
敷
に
は
、
江
戸
に
お
け
る
藩
の
中
枢
の
諸
機
構
と
、
藩
主
と
そ
の
家
族
が
居
住
す
る
空
間
の
殿
舎
が
あ
る

「
御
殿
空
間
」
と
、
江
戸
詰
の
藩
士
や
そ
の
又
者
が
居
住
す
る
「
詰
人
空
間
」
が
あ
っ
た
(
図
④
参
照
)
。
松
姫
・
溶
姫
御
守
殿
の
両
絵
図
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
「
御
殿
空
間
」
は
藩
邸
内
に
お
い
て
も
、
塀
や
門
で
周
聞
か
ら
仕
切
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
藩
邸
外
だ
け
で
は
な
く
、

「
御
殿
空
間
」
を
囲
む
「
詰
人
空
間
」
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
重
に
囲
ま
れ
た
「
御
殿
空
間
」
と
、
そ
の
周
囲
の
「
詰
人
空
間
」

と
い
う
構
造
を
持
つ
大
名
藩
邸
を
、
吉
田
伸
之
氏
は
「
城
下
町
の
藩
主
の
御
殿
と
家
臣
の
屋
敷
と
の
二
つ
の
要
素
か
ら
成
る
武
家
屋
敷
地
の
構

成
と
相
似
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
構
造
は
城
下
町
の
家
臣
の
屋
敷
や
、
江
戸
城
を
中
心
と
し
た
江
戸
の
町

に
も
当
て
は
ま
る
と
い
う
。
そ
の
構
造
の
特
徴
は
、
江
戸
城
・
藩
邸
内
の
御
殿
空
間
・
城
下
町
に
お
け
る
城
郭
な
ど
、
幕
藩
体
制
の
支
配
構
造

に
お
け
る
、
支
配
権
力
の
所
在
を
一
つ
の
核
と
し
て
明
確
に
示
す
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
江
戸
藩
邸
の
御
殿
空
間
内
に
、
御
守
殿
は
建
造
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
藩
邸
内
に
一
つ
で
あ
る
は
ず
の
核
が
二
つ
に
な
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
た
。
一
つ
目
の
核
は
、
城
下
町
に
お
け
る
、
城
郭
の
意
味
を
為
す
、
藩
主
の
居
住
空
間
と
政
治
的
機
能
を
備
え
た
表
御
殿
で
あ
る
。

二
つ
目
の
核
と
な
っ
た
御
守
殿
は
、
い
わ
ば
将
軍
権
力
の
象
徴
で
あ
る
江
戸
城
か
ら
藩
邸
に
持
ち
込
ま
れ
た
、
幕
藩
関
係
の
表
象
の
よ
う
な
存

在
で
あ
っ
た
。

江
戸
藩
邸
に
あ
ら
わ
れ
る
空
間
構
造
は
、
空
間
に
属
す
る
人
々
の
社
会
構
造
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
空
間

を
仕
切
る
こ
と
に
よ
り
、
万
人
の
自
由
な
出
入
り
を
防
ぎ
、
属
す
る
杜
会
を
明
確
に
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
御
守
殿
が
二
つ
目
の
核
と
成
り

得
る
の
は
、
御
殿
の
主
が
将
軍
の
娘
だ
け
だ
か
ら
で
は
な
い
。
表
御
殿
と
は
別
に
、
独
自
に
閉
じ
た
空
間
で
幕
府
や
大
名
家
か
ら
使
者
を
迎
え
、

町
人
ら
の
出
入
り
を
許
し
、
外
の
世
界
に
も
通
じ
、
表
と
奥
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
た
、
御
殿
機
能
を
有
し
た
完
結
し
た
御
殿
で
あ
っ
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た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
御
守
殿
の
御
殿
空
間
に
属
す
る
人
々
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
名
江
戸
藩
邸
内
と
は
異
な
り
、
男
女
幕
府
役
人
が
常
駐

し
、
表
向
き
に
お
い
て
は
藩
士
と
幕
府
役
人
が
同
空
間
に
存
在
す
る
と
い
う
状
態
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

御
守
殿
内
の
女
中
と
男
役
人

---¥ 
一
、---

御
守
殿
付
男
役
人

前
節
で
は
、
御
守
殿
を
め
ぐ
る
空
間
構
造
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、
大
名
藩
邸
に
お
け
る
「
奥
」
で
あ
る
は
ず
の
御
守
殿
が
、
表
と

奥
を
有
し
て
お
り
、
た
だ
の
女
性
の
生
活
空
間
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
空
間
構
造
や
独
自
に
幕
府
閣
僚
を
迎
え
る
点
に
お
い
て

も
、
二
つ
日
の
核
と
し
て
大
名
藩
邸
内
に
幕
府
権
力
を
出
現
さ
せ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
御
守
殿
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
御
守
殿

内
表
向
き
に
は
男
役
人
、
奥
向
き
に
は
奥
女
中
が
配
さ
れ
た
。

御
守
殿
付
の
男
役
人
は
、
幕
府
か
ら
付
け
ら
れ
た
者
と
、
前
田
家
か
ら
付
け
ら
れ
る
者
に
分
か
れ
る
。
松
姫
入
輿
に
際
し
て
、
幕
府
か
ら
の

(
お
)

主
な
役
は
、
用
人
川
副
新
右
衛
門
・
医
師
岡
丈
庵
・
用
達
三
宅
忠
七
郎
・
同
朋
村
塚
道
阿
弥
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
用
人
は
、
前
田
家
か
ら
「
御
家

老
」
と
も
呼
ば
れ
た
、
御
守
殿
表
向
き
に
お
け
る
重
役
で
あ
る
。
他
の
役
は
、
史
料
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
あ
る
が
、
お
よ
そ
侍
衆
六
人
・

台
所
衆
(
頭
一
人
・
組
頭
二
人
を
含
む
)
八
人
・
小
間
遣
七
人
・
小
人
四
人
・
輿
昇
二
十
人
の
計
四
十
八
人
が
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
討
。

幕
府
か
ら
の
役
人
に
関
し
て
は
、
俸
禄
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
幕
府
と
婚
家
の
ど
ち
ら
が
支
払
っ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
幕
府
が
役
を

命
じ
た
際
に
、
川
副
新
右
衛
門
は
千
石
の
加
増
を
、
つ
け
て
、
千
五
百
五
十
石
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
他
の
役
人
、
岡
丈
庵
・
三
宅
忠
七
郎
・
村

塚
道
阿
弥
へ
の
加
増
は
見
ら
れ
な
い
。
松
姫
が
入
輿
し
た
後
に
、
前
田
家
の
史
料
に
は
「
姫
君
様
御
附
人
へ
御
合
力
米
左
之
通
被
遣
、
於
御
守

判
金
七
枚

殿
奥
村
伊
珠
申
述
、

川
副
庄
右
衛
門
殿
。

千
石

百
五
十
石

三
宅
忠
七
郎
殿
。

岡
丈
庵
。

百
石

上
村
彦
右
衛
門
殿
」
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と
あ
る
。
前
田
家
か
ら
江
戸
家
老
奥
村
伊
操
守
を
通
し
て
、
用
人
・
用
達
・
医
師
・
台
所
一
線
ヘ
、
合
力
米
が
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
上

村
彦
右
衛
門
に
代
わ
っ
て
用
人
と
な
っ
た
、
大
国
内
三
郎
右
衛
門
の
幕
府
か
ら
の
加
増
は
五
百
石
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
前
田
家
か
ら
は
「
大
関
三

郎
右
衛
門
殿
へ
千
石
被
遺
候
段
、
横
山
監
物
於
樽
守
殿
演
述
」
と
あ
い
川
副
新
右
衛
門
と
同
様
の
千
石
が
遣
わ
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
用
人
、

棄
藤
長
八
郎
も
幕
府
か
ら
の
担
増
と
は
別
に
、
前
田
家
か
ら
は
、
「
松
軽
君
様
御
用
人
粛
薬
長
入
郎
殿
へ
、
櫛
合
力
千
石
被
遣
段
、
於
御
守
殿

図
書
申
述
、
去
年
ノ
分
よ
り
被
選
候
段
申
述
」
と
あ
り
、
千
石
が
遣
わ
さ
礼
的
。

松
姫
付
役
人
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
検
討
す
る
蹴
り
、
幕
府
は
幕
府
で
加
増
を
し
、
又
は
、
そ
の
ま
ま
の

行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
前
田
家
か
ら
は
、
幕
府
の
加
増
と
は
関
係
な
く
一
定
の
役
料
を
、
幕
府
側
役
人
に
支
給
し
て
い
た
と
い

で
の
役
替
え
を

え
る
。加
賀
藩
か
ら
の
縛
守
殿
付
役
人
は
「
護
国
公
海
年
表
こ
に
よ
る
と
、
番
人
と
し
て
馬
廼
組
か
ら
十
五
人
、
馬
廼
組
の
他
に
金
沢
か
ら
十
八

人
が
あ
て
ら
れ
た
。
役
掛
は
、
諸
事
用
達
(
用
人
)
が
二
人
・
用
達
四
人
、
内
二
人
は
表
門
と
女
中
の
通
行
改
め
の
切
手
支
配
を
命
じ
ら
れ
た
。

裏
門
に
は
四
組
の
足
軽
が
あ
て
ら
れ
た
。
能
に
、
与
力
十
一
人
・
御
徒
八
人
・
足
軽
四
十
人
・
小
者
八
十
人
の
計
百
八
十
二
人
(
組
付
足
軽
を

除
く
〉
が
御
守
殿
の
役
を
勤
め
た
と
あ
(
加
。
重
複
す
る
部
分
を
除
く
と
、
「
御
守
殿
一
雑
志
一
・
上
」
か
ら
は
、
横
詩
二
人
・
裏
門
上
番
二
人
・

(
お
)

算
用
組
三
人
・
料
理
人
六
人
・
錠
口
番
人
十
七
人
の
名
前
が
さ
ら
に
見
え
る
。
そ
れ
ら
を
足
す
と
、
総
勢
一
一
一
百
人
以
上
、
後
に
百
人
が
加
え
ら

れ
た
前
田
家
士
が
縛
守
殿
の
役
に
つ
い
た
の
で
忘
る
。
た
だ
し
、
縞
紀
の
参
勤
交
代
に
よ
っ
て
、
江
戸
藩
邸
内
の
人
数
試
変
動
し
た
た
め
、
常

時
こ
の
人
数
が
い
た
わ
け
で
は
な
い
G

そ
う
で
あ
っ
て
も
、
前
田
家
側
の
人
数
が
多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
れ
ら
前
田

家
側
で
重
要
な
役
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
用
人
彰
江
杢
左
衛
門
・
雨
戸
田
清
太
夫
・
用
達
横
山
喜
太
夫
・
同
土
田
甚
右
衛
門
の
四
人
で
あ
る
。

彼
等

ιは
、
幕
府
か
ら
の
役
人
部
屋
の
あ
る
区
域
に
、
部
屋
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
杉
江
杢
左
衛
門
と
戸
毘
清
太
夫
は
、
前
田
家
鶴
の

役
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
鍛
に
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
問
。

表
向
き
役
人
は
、
幕
時
か
ら
の
者
に
比
べ
、
話
回
家
側
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
暮
府
側
の
役
人
が
、
す
べ
て
御
守
殿
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内
に
役
部
屋
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
前
田
家
側
は
台
所
役
人
を
中
心
と
し
た
一
部
の
者
と
、
用
人
・
用
達
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

前
田
家
の
役
人
の
多
く
が
、
門
や
料
理
に
関
す
る
下
役
を
勤
め
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
幕
府
側
の
役
人
は
、
ど
の
よ
う
な
役
を
勤
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
御
殿
と
の
関
係
に
お
い
て
、
用
人
川
副
新
右
衛
門
は
、
表
御

殿
か
ら
の
用
向
き
の
使
者
を
受
け
、
用
達
の
三
宅
忠
七
郎
は
、
御
守
殿
側
の
使
者
を
勤
め
て
い
た
口
た
だ
し
、
年
頭
儀
礼
の
使
者
は
、
用
人
川

副
新
右
衛
門
が
勤
め
た
。
こ
の
場
合
の
表
御
殿
側
の
使
者
は
、
家
老
や
藩
主
綱
紀
が
直
接
赴
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
川
副
と
三
宅
の
両
人
は
、
使

者
の
他
に
も
「
御
伺
」
が
あ
っ
問
。
御
守
殿
の
関
わ
る
物
事
の
処
理
を
相
談
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
前
田
家
が
御
守
殿
側
の
意
向
を

聞
き
た
い
時
は
、
直
接
幕
府
側
役
人
へ
使
者
を
遣
わ
す
の
で
は
な
く
、
前
田
家
側
御
守
殿
付
役
人
を
通
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
前
田
家
側
御
守

殿
付
与
力
・
徒
(
御
守
殿
の
御
殿
外
の
門
の
役
に
つ
い
て
い
た
)

(
必
)

用
人
を
通
さ
ず
、
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

の
動
向
の
指
示
は
幕
府
側
侍
衆
へ
仰
い
で
い
た
。
こ
の
場
合
は
、
前
田
家
側

こ
の
よ
う
に
、
幕
府
側
役
人
と
前
田
家
側
役
人
が
、
同
じ
空
間
に
常
時
詰
め
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
御
守
殿
に
お
い
て
は
、
幕
府
側
役
人
が

前
田
家
側
役
人
を
統
括
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
幕
府
側
用
人
は
、
前
田
家
側
か
ら
「
御
家
老
」
と
呼
ば
れ
、
頂
点
に
あ
っ
た
口
前
田
家

側
用
人
は
、
御
守
殿
と
表
御
殿
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

幕
府
・
前
田
家
両
御
守
殿
付
役
人
に
は
、
御
守
殿
内
に
役
の
詰
所
と
部
屋
を
与
え
ら
れ
て
い
た
者
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
御
守
殿
内
の
部
屋

は
な
い
。
幕
府
側
役
人
の
下
部
屋
に
は
、
湯
殿
が
つ
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
宿
直
の
た
め
か
、
居
住
し
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な

しh
O 

大
名
江
戸
藩
邸
内
は
、
「
御
殿
空
間
」
と
「
詰
人
空
間
」
と
に
分
か
れ
て
お
り
、
前
田
家
側
役
人
は
常
か
ら
あ
る
「
詰
人
空
間
」
内
に
居
住

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
幕
府
側
役
人
に
関
し
て
は
、
大
姫
の
入
輿
の
際
に
は
「
牛
鐘
に
数
千
歩
の
御
屋
敷
相
渡
り
、
長
屋
を
た
て
、
御
姫
君
様

(
H
H
)
 

之
御
用
人
数
百
入
居
住
す
」
と
あ
る
。
松
姫
付
幕
府
側
役
人
は
、
そ
の
よ
う
な
土
地
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
広
大
な
加
賀
藩
本
郷
屋
敷

内
の
「
詰
人
空
間
」
に
住
居
が
建
て
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
御
殿
空
間
」
内
だ
け
で
は
な
く
、
「
詰
人
空
間
」
に
も
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前
田
家
よ
り
上
格
の
幕
府
側
役
人
が
常
に
い
る
と
い
う
状
態
と
な
る
わ
け
で
あ
る
口
空
間
構
造
に
付
随
す
る
、
御
殿
空
間
内
の
通
常
の
秩
序
に

入
り
込
ん
だ
異
質
な
社
会
構
造
が
、
詰
人
空
間
内
に
も
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
史
料
的
裏
づ
け
が
乏
し
い
た
め
、
推
測
に
と
ど
め

事

-
3
0

半
ム
し

/'ー、¥

一一、、，〆

御
守
殿
付
女
中

御
守
殿
付
女
中
は
、
御
守
殿
長
局
に
居
住
し
て
い
た
口
長
局
の
広
さ
は
、
御
守
殿
全
体
の
半
分
に
近
い
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
の
広
さ
を
要
し
た

わ
け
に
は
、
女
中
の
人
数
が
関
係
し
て
い
た
。
御
守
殿
付
女
中
の
人
数
と
そ
の
俸
禄
に
関
し
て
は
、
「
御
守
殿
雑
志
一
・
上
」
に
あ
る
、
松
姫

入
輿
前
の
書
付
「
松
姫
君
様
御
附
属
之
女
中
」
よ
り
作
成
し
た
表
①
、
「
鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
追
録
三
ノ
二
』
よ
り
作
成
し
た
竹
姫
付
女

中
に
関
す
る
表
②
、
宮
崎
氏
「
紀
尾
井
町
遺
跡
に
お
け
る
大
名
屋
敷
の
様
相
と
そ
の
変
遷
」
よ
り
抜
粋
し
た
表
③
、
そ
し
て
松
姫
・
鶴
姫
・
竹

・
溶
姫
の
五
人
の
将
軍
の
娘
の
付
属
女
中
を
比
較
し
た
表
④
を
参
照
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
表
④
の

姫
・
淑
姫
(
十
一
代
将
軍
家
斉
女
)

内
、
松
姫
E
は
「
御
守
殿
雑
志
一
・
上
」
に
あ
る
、
松
姫
入
輿
後
に
祝
儀
を
受
け
た
女
中
の
数
よ
り
作
成
し
た
。

表
①
に
よ
る
と
松
姫
付
女
中
は
、
大
上
臆
の
お
さ
よ
の
方
を
は
じ
め
、
介
添
一
人
・
局
一
人
・
小
上
臆
一
人
・
若
年
寄
四
人
・
中
臆
六
人
・

小
性
二
一
人
・
表
使
三
人
・
右
筆
三
人
・
御
次
衆
六
人
・
御
服
衆
(
呉
服
之
問
)
六
人
・
盲
女
(
ご
ぜ
)
二
人
・
三
ノ
間
衆
三
人
・
御
末
二
人
・

御
中
居
三
人
・
御
使
番
二
人
・
御
半
下
十
一
人
・
御
祐
筆
間
小
間
遣
二
人
の
計
六
十
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
女
中
衆
は
、
又
者
と
呼
ば
れ
る

針
妙
(
裁
縫
を
す
る
下
女
)
と
下
女
を
計
二
百
五
十
七
人
雇
っ
て
お
り
、
総
勢
三
百
十
七
人
に
な
る
。
さ
ら
に
松
姫
に
は
入
輿
後
、
若
年
寄
一

人
・
呉
服
衆
一
人
・
三
ノ
間
衆
二
人
・
使
番
一
人
・
御
半
下
四
人
が
新
た
に
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
文
化
六
(
一
八

O
九
)
年

に
、
御
守
殿
付
の
女
中
数
が
五
十
人
に
定
め
ら
れ
、
表
④
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
淑
姫
(
文
化
六
年
以
前
に
入
輿
)
以
前
と
、
溶
姫
で
は
そ

の
差
は
歴
然
で
あ
り
、
こ
の
人
数
は
決
し
て
多
く
な
い
口
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さ
て
、
松
楚
御
守
殻
付
女
中
に
出
さ
れ
た
幕
府
か
ら
の
心
鐸
を
見
て
み
よ
う
。

一
、
姫
君
様
御
為
第
一
に
奉
存
、
松
平
若
狭
守
儀
又
お
ろ
そ
か
に
不
存
、
部
奉
公
油
断
有
ま
じ
さ
事
。

一
、
表
方
の
部
々
と
申
分
会
ど
仕
べ
か
ら
ず
。
放
表
方
へ
む
づ
か
し
き
儀
申
間
敷
事
。

一
、
奥
方
よ
り
若
狭
守
へ
、
人
の
わ
び
ご
と
惣
而
そ
せ
う
の
儀
申
ま
じ
き
事
。

一
、
寺
社
の
輩
並
諸
職
人
・
町
人
以
下
、
奥
方
へ
進
物
さ
さ
ぐ
べ
か
ら
ず
G

又
泣
子
ど
も
・
女
房
御
曜
い
た
さ
す
べ
か
ら
ず
。
若
御
謹
不

申
上
し
て
不
叶
も
の
は
、
さ
よ
・
む
め
・
つ
ぽ
ね
桔
談
の
う
へ
差
園
致
す
べ
き
事
。

一
、
女
房
衆
上
下
共
に
、

一
年
に
二
度
の
外
宿
へ
出
す
べ
か
ら
ず
。
其
上
さ
き
も
た
し
か
な
ら
ざ
る
所
江
っ
か
は
す
べ
か
ら
ず
の
わ
か
き

衆
の
事
は
、
さ
よ
・
む
め
・
つ
ほ
ね
念
を
入
申
付
ら
る
べ
し
。
若
不
叶
儀
有
之
持
は
、
さ
よ
・
む
め
・
つ
ほ
ね
よ
り
相
談
之
上
ざ
し
づ
い

た
し
、
指
へ
出
す
ベ

(
後
略
)

右
の
心
得
か
ら
は
、
松
姫
付
女
中
が
土
日
韓
や
表
向
き
役
人
と
直
接
対
面
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
寺
社
や
町

人
の
出
入
が
行
わ
れ
、
女
中
一
切
の
仕
切
り
を
大
上
臆
お
さ
よ
の
方
・
介
添
梅
津
・
局
が
行
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
竹
楚
の
場
合
に
は
、

お
さ
よ
の
方
・
梅
津
・
局
の
と
こ
ろ
に
、
「
と
み
・
岡
田
・
嚢
え
」
と
な
る
。
表
②
に
よ
る
と
、
と
み
は
大
上
臆
、
岡
田
は
大
年
寄
、
藤
え
は

御
年
寄
で
あ
る
の
大
奥
御
年
寄
と
同
様
に
、
御
守
殿
奥
向
き
の
差
出
を
い
行
っ
た
の
は
、
上
鵠
年
寄
か
ら
御
年
寄
ま
で
の
中
の
、
三
人
が
勤
め
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
役
に
付
く
名
前
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
。
奥
女
中
の
名
は
、
身
分
の
上
下
を
一
本
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
大
奥
上

臆
年
容
は
公
家
の
娘
が
勤
め
た
た
め
、
飛
鳥
井
・
万
理
小
路
な
ど
の
名
を
名
乗
り
、
「
お
」
の
字
が
つ
か
な
い
高
野
や
一
戸
波
と
い
っ
た
名
は
、

御
年
寄
・
御
客
応
答
・
御
錠
口
・
表
使
で
あ
っ
た
。
御
中
臆
-
右
筆
・
御
次
・
呉
服
之
間
・
御
広
座
敷
・
御
三
之
器
・
御
末
は
「
お
」
の
つ
け

ら
れ
る
名
を
、
そ
し
て
、
中
居
・
火
之
番
・
使
番
・
半
下
は
諒
氏
名
を
名
乗
っ
た
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
針
。
こ
れ
は
、
錦
守
殿
付
女
中
に
も
ほ

ぼ
当
て
は
ま
る
が
、
表
①
か
ら
③
に
よ
る
と
、
大
上
臆
(
右
禽
門
左
・
お
さ
よ
の
方
・
て
ち
)
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
公
家
の
娘
が
な
る
上
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臆
御
年
寄
と
は
違
い
、
実
質
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
た
め
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
女
中
に
は
、
役
に
応
じ
た
俸
禄
が
支
給
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
扶
持
は
、
自
分
を
除
い
た
数
の
又
者
を
一
雇
う
際
の
給
料
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
表
①
の
松
姫
付
女
中
の
又
者
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

大
上
臆
お
さ
よ
の
方
は
、
八
人
扶
持
で
あ
る
。
従
来
な
ら
ば
、
お
さ
よ
の
方
本
人
を
除
い
た
、
七
人
の
又
者
を
雇
う
こ
と
が
で
き
る
扶
持
で

あ
る
。
実
際
は
、
お
き
よ
の
方
は
針
妙
七
人
、
下
女
五
人
の
計
十
二
人
を
一
雇
っ
て
い
る
。
針
妙
を
除
く
と
考
え
て
も
、
御
半
下
は
一
人
扶
持
で

そ
れ
ぞ
れ
が
一
人
の
下
女
を
雇
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
女
中
の
扶
持
は
必
ず
し
も
又
者
の
数
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
い
え
る
。

ま
た
、
松
姫
付
女
中
の
俸
禄
は
切
米
と
扶
持
方
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
表
②
・
③
の
鶴
姫
・
竹
姫
の
例
か
ら
、
切
米
・
扶
持
以
外
に
も
、

薪
・
油
・
五
菜
銀
・
湯
の
木
が
支
給
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
竹
姫
の
場
合
は
、
「
此
度
被
召
抱
候
女
中
を
始
、
向
後
被
召
出
候
分
ハ

松
姫
君
様
女
中
御
充
行
之
通
た
る
へ
く
候
事
」
と
あ
り
、
松
姫
に
倣
っ
て
い
た
女
中
の
俸
禄
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
俸
禄
は
、
幕
府

側
が
支
給
し
た
と
す
る
説
と
、
「
将
軍
家
か
ら
入
興
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
き
そ
っ
て
、
女
中
衆
や
下
男
な
ど
も
つ
い
て
く
る
。
(
中
略
)
そ
の

女
中
衆
の
切
米
は
三
八
二
石
で
あ
る
。
(
中
略
)
こ
れ
ら
の
扶
持
米
も
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
、
す
べ
て
大
名
側
が

負
担
し
た
と
の
説
が
丸
山
町
o

女
中
の
俸
禄
は
、
大
名
家
側
の
史
料
に
お
い
て
、
姫
君
付
女
中
の
手
当
て
の
詳
細
が
見
え
る
事
ゃ
、
先
の
史
料
に

お
い
て
「
松
姫
君
様
女
中
充
行
之
通
た
る
へ
く
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
名
家
側
が
負
担
し
た
と
見
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
幕
府
側
が
負
担
し
た
と
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
規
定
の
俸
禄
以
外
に
大
名
家
側
か
ら
も
、
御
守
殿
入
用
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

(
ぬ
)

て
い
る
。
姫
君
付
女
中
が
、
規
定
の
手
当
て
以
外
に
も
被
下
物
が
あ
っ
た
の
は
、
「
御
守
殿
雑
志
三
」
か
ら
も
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
、
三
月
の
草
餅
の
贈
答
、
端
午
、
重
陽
、
月
見
、
玄
猪
、
正
月
御
用
の
際
の
御
餅
に
関
す
る
被
下
物
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史

料
は
後
に
も
使
用
す
る
が
、
米
や
一
旦
な
ど
の
穀
物
に
限
っ
た
入
用
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
女
中
衆
へ
の
被
下
物
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
節
句
や
儀
礼
に
関
わ
る
こ
れ
ら
の
費
用
は
、
大
名
家
側
が
負
担
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
御
守
殿
に
は
、
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
多
少
の
変
化
は
あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
女
中
が
詰
め
て
お
り
、
大
上
臆
・
介
添
・
局
・

小
上
臆
の
御
年
寄
衆
が
、
女
中
衆
を
統
括
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
介
添
が
松
姫
御
守
殿
の
采
配
を
ふ
る
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

彼
女
ら
は
直
接
男
役
人
と
の
交
渉
や
、
寺
社
・
職
人
・
町
人
等
と
も
接
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
女
中
は
、
御
守
殿
の
奥
向
き
の
役
で
あ
る

が
、
将
軍
の
娘
付
と
し
て
、
御
守
殿
の
運
営
を
表
向
き
男
役
人
と
と
も
に
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
俸
禄
は
男
役
人
よ
り
低
く
、

大
奥
や
大
名
家
の
奥
向
き
と
は
違
い
、
側
室
と
な
っ
て
異
例
の
出
世
を
遂
げ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
口

第
二
章

御
守
殿
の
機
能

第
一
節

御
守
殿
と
儀
礼
の
関
わ
り

~‘\ 

一
¥、../

幕
府
と
の
関
係

前
章
で
は
、
御
守
殿
の
空
間
構
造
の
特
殊
性
と
、
そ
の
機
能
を
支
え
る
男
役
人
・
女
中
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
「
は
じ
め
に
」
に
お
い

て
触
れ
た
よ
う
に
、
女
性
の
関
わ
る
儀
礼
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
御
台
所
や
奥
女
中
、
大
名
夫
人
に
限
ら
れ
、
将
軍
の
娘

が
関
与
し
た
儀
礼
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
御
守
殿
が
藩
邸
に
お
け
る
第
二
の
核
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
主
で

あ
る
将
軍
の
娘
が
御
守
殿
に
お
い
て
行
っ
て
い
た
儀
礼
に
も
、
御
守
殿
の
特
徴
が
見
出
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
第
二
章
で
は
、
御
守
殿

内
部
で
行
わ
れ
て
い
る
儀
礼
、
大
名
家
に
お
け
る
将
軍
の
娘
を
検
討
す
る
。
は
じ
め
に
、
近
世
に
お
け
る
儀
礼
の
意
義
を
示
し
、
松
姫
の
幕
府

儀
礼
へ
の
関
わ
り
と
婚
家
と
の
関
係
を
み
て
い
く
。

幕
藩
体
制
国
家
に
儀
礼
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
武
士
相
互
関
係
に
お
い
て
、
武
力
に
よ
る
解
決
を
、
儀
礼
秩
序
に
よ
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っ
て
抑
止
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

幕
藩
体
制
に
お
け
る
儀
礼
は
、
そ
の
確
立
期
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
豊
臣
氏
滅
亡
に
と
も
な
う
江
戸
幕
府
成
立

過
程
に
お
い
て
、
豊
臣
政
権
期
や
室
町
幕
府
の
武
家
儀
礼
を
も
と
に
、
徳
川
家
の
吉
例
を
由
緒
と
し
て
徐
々
に
幕
藩
体
制
に
取
り
入
れ
て
い
っ

た
。
一
克
和
・
寛
永
期
か
ら
、
武
家
官
位
を
も
と
に
し
た
身
分
序
列
に
よ
る
、
将
軍
拝
謁
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
将
軍
の
代
替
わ
り
ゃ
、
大
名

の
世
代
交
代
な
ど
の
様
々
な
要
因
で
、
儀
礼
の
詳
細
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
儀
礼
そ
の
も
の
は
変
化
し
な
が
ら
も
、

江
戸
幕
府
初
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
や
は
り
そ
こ
に
は
、
幕
府
が
意
図
す
る
大
名
統
制
策
の
一
環
と
し
て
の
機
能
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。大
名
が
将
軍
に
拝
謁
す
る
幕
府
の
年
中
儀
礼
は
、
正
月
三
箇
日
(
年
頭
御
礼
)
・
五
節
句
(
七
種
・
上
巳
・
端
午
・
七
夕
・
重
陽
)

十
六
日
の
嘉
祥
・
玄
猪
・
毎
月
朔
日
・
十
五
日
・
二
十
八
日
の
月
次
出
仕
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
年
頭
御
礼
・
八
朔
・
嘉
祥
・
玄
猪
が
江
戸
幕

府
の
四
大
儀
礼
と
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
幕
府
は
儀
礼
に
よ
っ
て
大
名
・
幕
臣
統
制
を
行
い
、
秩
序
だ
っ
た
身
分
制
の
徹
底
と

幕
藩
体
制
の
安
定
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

-
六
月

五
代
将
軍
綱
吉
の
養
女
と
な
っ
た
松
姫
の
、
『
徳
川
実
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
入
輿
前
に
関
係
し
た
贈
答
儀
礼
は
、
同
じ
く
綱
吉
養
女
八
重

姫
(
水
戸
徳
川
吉
宇
室
)
の
娘
、
美
代
姫
誕
生
祝
儀
の
み
で
あ
っ
問
。
だ
が
前
述
の
通
り
、
幕
府
の
行
う
儀
礼
に
は
五
節
句
を
は
じ
め
、
嘉

祥
・
八
朔
・
玄
猪
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
「
首
賀
例
の
ご
と
し
」
と
し
て
、
詳
細
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
節
句
は
幕
府
の
儀
礼
と
し

て
の
み
で
は
な
く
、
近
世
以
前
よ
り
広
く
見
ら
れ
た
行
事
で
あ
る
。
詳
細
は
記
さ
れ
な
い
が
、
将
軍
家
奥
向
き
に
お
い
て
も
、
行
わ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
松
姫
が
養
女
に
な
る
以
前
で
あ
る
が
、
元
禄
九
(
一
六
九
六
)
年
七
月
十
日
の
条
に
、
「
け
ふ
仰
出
さ
れ
し

は
。
御
台
所
。
桂
昌
院
殿
井
に
小
谷
の
方
。
鶴
姫
君
に
物
奉
ら
ば
。
宿
老
。
呪
近
の
輩
へ
伺
ひ
。
指
揮
に
ま
か
す
べ
し
。
其
他
の
も
の
に

つ
き
て
献
ず
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
御
方
々
よ
り
賜
物
あ
ら
ば
。
宿
老
。
呪
近
の
も
と
へ
ま
か
り
で
拝
謝
す
べ
し
。
(
後
略
)
」
と
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
将
軍
家
奥
向
き
に
お
い
て
多
く
の
贈
答
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
だ
が
、
将
軍
に
対
す
る
も
の
と
違
い
、
そ
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れ
ち
す
べ
て
公
の
も
の
と
し
て
記
載
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実
も
考
嘉
す
る
必
要
が
あ
る
c

次
に
入
輿
後
で
あ
る
が
、
松
控
は
宝
永
五
(
一
七

O
八
)
年
十
一
月
十
八
日
に
、
諮
問
吉
徳
へ
入
興
し
た
。
入
輿
に
関
す
る
贈
答
は
、
入
興

後
の
初
登
城
ま
で
行
わ
れ
た
。
松
姫
の
初
登
城
は
十
…
丹
三
十
日
に
行
わ
れ
た
の
こ
の
入
興
後
初
登
城
は
「
縄
膝
痕
の
登
城
」
と
前
出
家
で
は

い
わ
れ
て
お
り
、
将
箪
の
娘
が
必
ず
行
っ
て
い
る
、
入
輿
の
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
。
松
姫
に
は
、
登
城
の
そ
の
日
に
、
将
軍
綱
吉
か
ら
老
中
井

上
正
卑
が
上
鎧
と
な
り
、
入
興
祝
い
が
遣
わ
さ
れ
た
。
そ
の
一
連
の
贈
答
に
お
い
て
は
、
「
御
台
様
占
ハ
御
父
子
様
江
、
御
内
所
ro
講
祝
儀
被

進
候
、
表
向
江
者
不
相
知
也
」
と
あ
号
、
将
軍
家
の
奥
向
き
は
、
娘
の
入
輿
の
鰭
答
犠
礼
で
あ
っ
て
も
、
内
証
向
き
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
耗
来
将
軍
の
娘
が
朝
廷
と
の
贈
答
儀
礼
に
加
わ
る
こ
と
は
ま
い
の
だ
が
、
自
身
の
農
事
で
あ
っ
た
た
め
、
異
例
に
朝
廷
か
ら
の
視
犠
も

遣
わ
さ
れ
た
。

(
お
)

入
輿
の
祝
犠
以
降
、
松
競
御
守
殿
へ
訪
れ
る
幕
府
関
桜
者
を
知
る
た
め
の
、
整
裂
な
定
め
「
御
守
殿
表
御
門
御
定
書
」
が
出
さ
れ
た
。
御
守

般
の
表
向
に
あ
た
る
大
門
開
聞
の
時
鰐
が
定
め
ら
れ
、
続
い
て
、
使
者
が
訪
れ
た
場
合
の
対
応
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
対
応
す
べ
き
使
者
は
、

御
三
家
・
家
内
・
連
枝
・
側
用
人
・
老
中
・
若
年
寄
・
側
衆
・
西
ノ
丸
老
中
・
西
ノ
丸
側
用
人
・
西
ノ
丸
若
年
寄
・
西
ノ
丸
鰯
衆
・
幕
府
医

師
・
留
守
居
頭
・
式
台
番
頭
・
本
丸
皆
守
居
番
・
二
ノ
え
留
守
居
・
御
台
所
用
人
・
西
ノ
丸
留
守
居
頭
・
御
叢
中
黒
人
・
御
部
屋
用
入
・
茜
ノ

丸
式
台
番
頭
・
八
重
姫
用
人
・
五
ノ
え
用
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
定
め
は
、
前
田
家
側
が
出
し
て
い
る
の
そ
れ
辻
、
同
番
に
関
す
る
役
人
が
加
賀

藩
士
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
入
輿
祝
犠
の
使
者
以
降
、
幕
府
か
ら
は
以
上
の
よ
う
な
様
々
な
役
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
む
ろ

ん
、
幕
府
へ
問
い
合
わ
せ
は
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
幕
掛
か
ら
の
使
者
に
対
し
て
、
柔
軟
に
対
処
す
べ
く
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

松
姫
入
興
後
の
将
軍
家
・
幕
府
と
の
関
係
は
、
将
軍
縞
古
の
死
去
、
そ
れ
に
よ
る
家
宣
の
将
軍
宣
下
と
い
う
大
き
な
出
来
事
に
よ
り
、
弔
慶

の
儀
礼
へ
の
参
加
と
い
う
か
た
ち
で
表
れ
た
。
大
葬
へ
の
代
参
や
、
将
軍
拝
賀
儀
礼
へ
の
登
城
に
よ
っ
て
、
入
輿
後
の
将
軍
息
女
も
将
軍
家
の

一
員
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

平
時
に
お
け
る
持
軍
家
と
の
交
流
辻
、
訟
姫
が
宝
永
六
年
か
ら
享
保
五
年
に
死
去
す
る
ま
で
、
上
捜
を
遣
わ
さ
れ
た
年
中
犠
礼
で
、
「
態
川
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実
紀
」
に
記
載
が
あ
る
の
は
、
宝
永
六
年
の
端
午
と
有
卦
・
蕪
卦
・
八
代
蜜
相
で
あ
り
、
上
巳
に
関
し
で
は
、
御
三
家
か
ら
の
祝
儀
の
み
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
「
御
守
殿
雑
志
三
」
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
検
討
し
て
み
る
。
「
御
守
殿
雑
志
三
」
は
、
一
冊
に
享
保
四
年
一
年
間
の
松
姫
御

守
殿
に
お
け
る
祝
物
が
、
「
節
々
御
相
鉱
物
帳
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
将
軍
家
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
亥
正
月
十
九
日
榔
登
城
赤
飯
出
来
之
覚
(
公
方
様
・
浄
光
院
様
・
一
世
様
・
瑞
春
院
議
・
養
柏
院
議
・
性
姫
君
様
)

亥
二
月
廿
七
日
一
位
様
江
錦
進
物

亥
六
月
廿
一
日
土
用
明
小
豆
御
餅
(
公
方
様
・
一
位
様
・
瑞
春
院
様
)

亥
七
月
蓮
御
飯
(
公
方
様
・
瑞
春
院
様
・
竹
姫
君
謙
・
治
光
院
様
御
粋
前
〉

亥
十
月
十
二
日
玄
猪
御
祝
餅
(
公
方
様
・
瑞
春
院
様
)

十
一
、
亥
十
一
月
廿
七
百
寒
入
小
豆
御
餅
(
公
方
様
・
一
位
様
・
瑞
春
院
様
・
竹
短
君
様
)

十
二
、
亥
十
二
月
十
九
日
養
始
院
議
江
御
進
物
赤
飯
黒
塗
大
行
器
一
荷

十
一
二
、
享
保
四
年
十
二
月
末
正
月
御
用
御
餅
(
公
方
様
・
瑞
春
段
様
・
常
憲
読
様
'
浄
光
院
様
)

こ
の
十
一
一
一
の
祝
儀
の
贈
乃
先
は
、
将
軍
(
公
方
様
、
入
代
将
軍
吉
宗
)
・
一
位
様
(
六
代
将
軍
家
官
一
の
御
台
所
天
英
院
)
・
瑞
春
続
(
親
吉

側
室
、
五
ノ
丸
)
・
養
仙
院
(
夫
水
戸
徳
川
古
学
死
後
に
落
錯
し
た
八
重
姫
〉
・
竹
姫
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
常
癒

・
浄
光
院
(
綱
吉
御
台
所
)
の
名
が
見
え
る
が
、
「
浄
光
院
様
御
牌
前
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
霊
前
へ
そ
な
え
ら
れ
た
と
考
え
ら

一一一、四五、ムハ、
七ルJ¥ 九十

院
(
綱
吉
) 亥

一
一
一
月
梅
草
餅
(
公
方
様
・
浄
光
院
様
御
牌
前
・
瑞
春
段
様
)

亥
沼
月
七
日
養
仙
院
様
江
御
進
物
強
飯

亥
五
月
節
句
御
綜
(
公
方
様
・
環
春
院
・
浄
光
院
様
・
骨
姫
犠
)

亥
六
月
四
日
土
用
入
ホ
豆
鋲
(
公
方
様
・
一
位
様
・
瑞
春
院
捧
)

亥
六
月
十
二
日
土
用
之
中
小
豆
御
餅
(
公
方
様
・
一
位
議
・
瑞
春
院
様
)
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れ
る
。
こ
こ
で
の
年
間
十
三
の
祝
儀
は
、
登
城
・
上
巳
(
蓬
餅
を
用
い
る
)
・
端
午
・
土
用
・
蓮
(
七
月
の
祝
儀
)
・
玄
猪
・
寒
入
・
正
月
の

入
用
で
あ
っ
た
。
幕
府
の
主
要
儀
礼
の
内
、
七
種
・
嘉
祥
・
七
夕
・
八
朔
・
重
陽
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
祝
儀
の
特
徴
は
、
被
進
物
が
赤
飯
・

餅
・
小
一
旦
な
ど
の
穀
類
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
松
姫
と
将
軍
家
の
聞
が
記
載
事
項
の
み
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

し瓦
O 

時
代
は
だ
い
ぶ
下
る
こ
と
に
な
る
が
、
「
大
奥
向
御
規
式
之
次
第

卿
そ
し
て
由
緒
の
大
名
家
(
十
一
代
家
斉
と
の
由
緒
)

日
・
七
日
(
七
種
)

安
政
年
間
調
」
で
は
、
将
軍
息
女
を
含
め
た
将
軍
家
と
御
三
家
・
御
三

の
間
で
の
贈
答
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
正
月
元
日
了
二
日
・
三
日
・
四

-
十
一
日
・
十
五
日
・
三
月
三
日
(
上
巳
)

-
四
月
十
五
日
(
十
一
代
将
軍
家
斉
の
誕
生
日
)

-
五
月
二
日

(
端
午
の

斗
削
)

-
六
月
一
日
(
氷
室
)

-
十
五
日
(
山
王
杜
祭
礼
)

土
用

日
限

-
十
六
日
(
嘉
定
)

-
夏
切
御
茶
(
日
限
不
定
)

-
五
日
(
端
午
)

不
定
)

-
七
月
一
日
・
七
日
(
七
夕
)

-
十
五
日
(
中
一
瓦
)

-
八
月
一
日
(
八
朔
)

-
九
日

-
十
五
日
(
月
見
)

-
九
月
七
日
(
重
陽
の
前
)

(
重
陽
)

-
十
五
日
・
玄
猪
(
十
月
初
亥
の
日
)

-
十
二
月
十
三
日
(
煤
払
)

-
二
十
一
日
(
歳
暮
)

-
八
代
蜜
柑
(
日
限
不
定
)

-
寒
入
(
日
限
不
定
)
そ
し
て
、
鷹
之

で
あ
る
。
将
軍
が
子
女
の
多
い
家
斉
で
あ
り
、
現
職
将
軍
の
由
緒
の
者
が
多
か
っ
た
た
め
、
贈

腐
(
日
限
不
定
)

答
が
多
く
定
め
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
史
料
不
足
で
あ
る
こ
と
と
、
御
守
殿
の
空
間
構
造
が
多
く
の
訪
問
者
を
迎
え
る
造
り
に
な

っ
て
い
た
こ
と
、
実
際
の
門
の
規
定
か
ら
幕
府
や
御
三
家
・
大
名
家
の
使
者
を
迎
え
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
松
姫
の
時
代
も
同
等
な
贈

答
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
松
姫
は
十
歳
で
入
輿
し
た
た
め
、
女
子
の
通
過
儀
礼
が
入
輿
後
行
わ
れ
て
い
る
。
将
軍
家
の
成
人
ま
で
の
儀
礼
に
は
、
袴
着
(
袴
始

・
前
髪
執
り
(
十
七
歳
頃
)
が
あ
つ
が
。
松
姫
は
歯
黒
祝
(
鍛
紫
初
の
祝
儀
、
九
歳

め
、
五
歳
頃
)

-
袖
留
(
振
袖
か
ら
留
袖
、
十
五
歳
頃
)

-
袖
留
の
儀
・
髪
削
の
祝
を
行
い
、
将
軍
家
と
の
贈
答
を
行
っ
て
い
る
。

将
軍
家
と
入
輿
後
の
将
軍
息
女
の
交
流
は
、
し
ば
し
ば
御
守
殿
へ
使
者
を
迎
え
た
り
、
江
戸
城
へ
使
者
を
遣
わ
す
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
。
竹

姫
の
場
合
で
あ
る
が
、
将
軍
や
世
子
の
老
中
が
使
者
と
な
る
と
、
「
此
方
共
出
向
候
而
、
御
鎖
口
内
御
客
座
江
御
案
内
申
、
御
祝
儀
物
右
之
御

頃
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座
敷
ニ
居
り
、
御
口
上
者
大
上
臆
承
被
申
候
」
と
あ
り
、
御
守
殿
付
役
人
が
御
守
股
玄
関
へ
迎
え
に
出
て
、
御
守
殿
奥
向
き
へ
使
者
を
通
し
た

の
で
あ
る
。
使
者
に
対
応
し
た
の
は
、
大
上
胞
で
あ
っ
た
口
竹
姫
の
入
興
全
般
は
、
松
姫
に
倣
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
御
守
殿
の

構
造
や
、
御
守
殿
内
の
所
作
も
松
姫
を
例
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
時
に
遣
わ
さ
れ
た
使
者
は
、
将
軍
の
娘
に
直
接
対
面
す
る
の
で
は
な
く
、

女
中
が
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

将
軍
の
娘
は
、
御
守
殿
に
使
者
を
迎
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
城
大
奥
へ
登
城
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
松
姫
の
登
城
は
、
将
軍
の
代
替
り

後
も
、
ほ
ば
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
年
始
の
登
城
が
一
番
多
い
c

登
城
の
際
に
は
、
通
行
に
関
す
る
規
制
が
だ
さ
れ
、
大
名
家
の
人
員
は
多
く

必
要
と
さ
れ
た
。
前
田
家
は
、
家
老
・
吉
徳
家
老
・
松
姫
付
用
人
な
ど
の
他
、
新
番
六
人
・
小
将
四
人
、
そ
し
て
辻
岡
め
に
広
式
番
歩
を
六
、

七
十
人
、
足
軽
百
人
余
り
、
小
者
三
、
四
百
人
を
役
に
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
行
列
に
は
大
名
(
永
か
ら
の
者
以
外
に
も
、
姫
君
付
女
中
、
幕
府

側
姫
君
付
役
人
、
そ
し
て
幕
府
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
留
守
居
な
ど
も
加
わ
っ
た
。
通
行
制
に
よ
っ
て
、
町
方
の
負
担
は
軽
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
が
、
そ
の
行
列
は
簡
素
と
い
う
に
は
、
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
様
に
、
松
姫
は
将
軍
の
養
女
と
な
り
、
入
輿
後
も
将
軍
家
の
一
員
と
し
て
贈
答
儀
礼
に
加
わ
っ
て
い
た
。
特
に
将
軍
の
死
や
、
そ
れ
に

伴
う
葬
儀
、
将
軍
職
継
承
祝
儀
に
は
将
軍
の
家
族
と
し
て
の
参
加
で
は
あ
る
が
、
そ
の
存
在
を
世
に
し
め
し
た
の
で
あ
る
。

r--¥ 

一一¥、./

大
名
家
と
の
関
係

幕
府
と
の
関
係
で
、
将
軍
家
の
一
員
と
し
て
の
性
格
を
認
識
さ
れ
て
い
た
松
姫
は
、
婚
家
の
前
田
家
と
も
新
た
に
交
際
を
始
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
松
姫
を
継
嗣
吉
徳
の
正
室
と
し
て
迎
え
る
時
点
の
藩
主
は
、
五
代
綱
紀
で
あ
る
。
綱
紀
は
母
方
が
将
軍
家
・
御
三
家
で
あ
り
(
血
筋
は

家
光
養
女
大
姫
が
母
)
、
父
方
で
あ
っ
て
も
、
祖
母
が
秀
忠
息
女
珠
姫
の
た
め
、
将
軍
家
や
家
門
が
縁
戚
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
他
家
で
行

っ
た
よ
う
な
、
交
際
範
囲
を
幕
府
に
伺
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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松
姫
の
入
輿
時
点
で
は
、
正
室
で
あ
る
会
津
藩
主
保
科
正
之
の
息
女
摩
須
姫
は
亡
く
な
っ
て
い
た
。
金
沢
と
江
戸
に
い
る
綱
紀
の
家
族
は
、

次
女
節
姫
・
三
女
豊
姫
・
五
女
敬
姫
・
四
男
吉
徳
・
五
男
利
章
・
六
女
直
姫
、
養
女
恭
姫
(
七
日
市
藩
二
代
藩
主
前
田
利
意
女
)
・
同
宛
姫

・
同
誠
姫
(
家
臣
前
田
孝
行
女
)
、
側
室
は
豊
・
敬
・
直
姫
・
利
章
の
生
母
(
御
袋
之
方
)
と
吉
徳
・
四
女
良
姫

の
二
人
が
健
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
の
豊
姫
・
恭
姫
は
、
金
沢
に
お
い
て
臣
下
に
嫁
し
て
お
り
、
直
姫
・
御
袋

(
浅
野
吉
長
女
、
生
母
節
姫
)

の
生
母
(
御
袋
様
)

(
早
世
)

之
方
も
金
沢
に
い
た
。
江
戸
在
府
の
者
で
も
、
節
姫
は
浅
野
吉
長
に
嫁
し
安
芸
御
前
と
称
さ
れ
、
敬
姫
は
鳥
取
池
田
吉
泰
に
嫁
し
因
幡
御
前
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
加
賀
江
戸
藩
邸
に
い
た
の
は
、
吉
徳
・
利
章
・
宛
姫
と
御
袋
様
で
あ
っ
た
と
い
ん
加
。
綱
紀
は
、
松
姫
の
入
輿

に
備
え
、
本
郷
上
屋
敷
か
ら
駒
込
中
屋
敷
へ
移
徒
し
、
中
屋
敷
に
居
住
し
て
い
た
吉
徳
が
上
屋
敷
に
移
っ
た
。
御
袋
様
も
、
綱
紀
が
移
る
以
前

に
女
中
と
共
に
上
屋
敷
か
ら
中
屋
敷
へ
越
し
て
い
る
。
利
章
・
苑
姫
が
中
屋
敷
へ
移
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
が
、
利
章
は
、
宝
永
七
年
に

支
藩
大
聖
寺
藩
主
前
田
利
直
の
養
子
と
な
り
、
本
郷
大
聖
土
寸
藩
邸
へ
移
っ
て
い
る
。
完
姫
は
、
松
姫
死
後
の
火
事
の
際
、
御
袋
様
と
中
屋
敷
か

ら
上
屋
敷
へ
避
難
し
て
い
る
た
め
、
や
は
り
中
屋
敷
へ
移
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
綱
紀
の
家
族
は
、
江
戸
上
屋
敷
に
吉
徳
一
人
、
中
屋
敷
に
綱
紀
、
御
袋
様
、
完
姫
、
利
章
(
宝
永
七
年
ま
で
か
)
の
四
人
(
後
に
三

人
)
、
他
家
へ
嫁
い
だ
江
戸
在
府
の
節
姫
・
敬
姫
の
姫
二
人
、
そ
し
て
金
沢
に
御
袋
之
方
・
豊
姫
・
恭
姫
・
直
姫
の
四
人
、
計
十
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
松
姫
と
交
流
を
行
っ
た
の
は
、
綱
紀
・
吉
徳
・
完
姫
・
桜
田
御
前
・
因
幡
御
前
・
仙
渓
院
(
利
常
女
会
津
藩
保
科
正
経
室
)
で
あ

っ
た
。
金
沢
へ
は
使
者
を
遣
わ
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
金
沢
で
居
住
し
て
い
た
綱
紀
息
女
や
側
室
と
の
交
際
は
、
京
へ
嫁
い
だ
直
姫
(
栄
君
)

以
外
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
江
戸
中
屋
敷
へ
移
っ
た
吉
徳
生
母
と
の
贈
答
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
御
守
殿
建
築
に
よ

る
表
御
殿
奥
向
構
造
の
変
化
は
、
史
料
不
足
の
た
め
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
溶
姫
の
場
合
、
表
御
殿
奥
向
は
女
中
役
部
屋
が
主
で
、
女

主
人
の
生
活
空
間
は
な
い
た
め
、
可
能
性
と
し
て
は
考
え
ら
れ
る
。

前
田
家
と
松
姫
の
交
流
は
、
将
軍
家
と
同
様
に
定
例
の
正
月
や
節
句
な
ど
の
儀
礼
の
他
に
も
、
表
御
殿
に
お
け
る
能
や
、
御
守
殿
と
表
御
殿

双
方
に
よ
る
饗
応
が
あ
っ
た
。
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-
端
午
(
五
月
五
日
)

前
田
家
が
御
守
殿
へ
家
老
を
遣
わ
せ
る
儀
礼
は
、
歳
暮
・
八
朔
と
、
五
節
句
の
内
、
七
種
(
一
月
七
日
)

(
七
月
七
日
)
・
重
陽
(
九
月
九
日
)
で
あ
っ
説
。
幕
府
の
四
大
儀
礼
は
、
年
頭
御
礼
・
八
朔
・
嘉
祥
・
玄
猪
で
あ
る
。
年
頭
・
八
朔
の
儀
礼

で
は
、
前
田
家
か
ら
御
守
殿
へ
祝
儀
が
遣
わ
さ
れ
、
玄
猪
に
お
い
て
は
、
御
守
殿
か
ら
先
に
祝
儀
が
遣
わ
さ
れ
た
。
こ
の
形
式
は
、
幕
府
が
諸

大
名
・
幕
臣
と
の
間
で
行
う
か
た
ち
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
嘉
祥
に
お
け
る
贈
答
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

-
七
夕

四
大
儀
礼
以
外
で
行
わ
れ
た
贈
答
は
、
前
田
家
か
ら
は
、
七
種
・
端
午
・
七
夕
・
重
陽
・
歳
暮
で
あ
り
、
御
守
殿
か
ら
は
、
端
午
・
七
夕
・

重
陽
・
歳
暮
の
他
に
、
口
切
茶
・
寒
気
と
暑
気
見
舞
・
帰
国
の
銭
別
・
発
駕
見
送
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
特
に
将
軍
の
娘
と
大
名
家
の
間
の

特
別
な
贈
答
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

贈
答
儀
礼
の
他
に
、
松
姫
の
表
入
り
・
御
守
殿
に
お
け
る
饗
応
・
綱
紀
登
城
の
際
の
御
守
殿
入
り
な
ど
の
相
互
の
行
き
来
は
、
宝
、
水
六
(
一

七
O
九
)
年
四
月
二
十
九
日
に
御
守
殿
へ
綱
紀
・
吉
徳
・
利
章
・
苑
姫
を
招
い
て
饗
応
を
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
。
松
姫
を
初
め
て
表
御
殿
へ

迎
え
入
れ
た
前
田
家
の
対
応
は
、
「
其
仕
組
御
作
事
ニ
而
改
出
来
候
、
彩
敷
御
催
之
由
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
大
掛
か
り
な
も
の
で
あ

(
槌
)

っ
た
。前
田
家
が
松
姫
を
継
嗣
夫
人
以
上
の
も
の
と
し
て
、
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
出
来
事
は
、
安
芸
御
前
(
節
姫
)
・
因
幡
御
前
(
敬
姫
)

と
称
さ
れ
た
綱
紀
の
二
人
の
娘
の
初
御
守
殿
入
り
か
ら
窺
ム
以
o

御
守
殿
に
入
っ
た
の
は
安
芸
御
前
・
因
幡
御
前
、
そ
れ
に
宛
姫
も
加
わ
っ
た
。

前
田
家
は
、
こ
の
両
御
前
の
御
守
殿
入
り
を
、
御
目
見
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
着
座
の
順
も
考
慮
す
べ
き
事
項
で
あ
り
、
松
姫
家
老
川
副
新

右
衛
門
が
、
綱
紀
に
書
付
を
渡
し
、
発
姫
・
因
幡
御
前
・
安
芸
御
前
の
順
と
し
た
。
そ
の
基
準
は
、
江
戸
城
に
お
け
る
夫
の
家
の
座
次
に
倣
つ

て
い
た
の
で
あ
る
。
宛
姫
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
完
姫
は
浅
野
吉
長
の
娘
で
あ
り
、
そ
の
生
母
は
安
芸
御
前
で
あ
る
。
だ
が
、
綱
紀
養

女
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
家
格
に
よ
り
他
の
二
人
の
上
位
に
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。

松
姫
と
前
田
家
の
聞
の
贈
答
儀
礼
は
、
年
始
・
八
朔
・
玄
猪
は
幕
府
が
大
名
や
幕
臣
に
行
う
も
の
と
同
様
の
形
式
を
、
そ
れ
以
外
は
大
名
家

の
一
員
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
相
互
の
出
入
り
に
関
し
て
は
、
特
に
御
守
殿
内
に
前
田
家
の
者
を
招
く
と
き
は
、
御
目
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見
の
形
を
と
り
、
将
軍
の
娘
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節

婚
家
に
お
け
る
御
守
殿

~ー\

一、、ー/

御
守
殿
の
入
用
金

こ
こ
ま
で
は
、
大
名
家
に
お
け
る
御
守
殿
と
い
う
御
殿
の
存
在
と
、
御
守
殿
内
部
(
表
御
殿
を
含
む
)

で
行
わ
れ
た
儀
礼
の
諸
相
に
よ
り
、

御
守
殿
の
特
殊
性
を
み
て
き
た
。
入
輿
後
も
将
軍
家
の
立
場
を
し
め
し
た
将
軍
の
息
女
は
、
空
間
構
造
や
社
会
構
造
に
お
い
て
大
名
家
に
影
響

を
与
え
て
い
た
が
、
経
済
的
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
。

(
一
七
一

O
)
年
に
、
「
今
年
よ
り
年
々
金
二
千
雨
。
米
五
百
表
っ
か
わ
さ
る
べ
し
」
と
、
幕
府
よ
り
命
じ
ら
れ

松
姫
は
入
興
後
の
宝
永
七

(
初
)
た
。
だ
が
、
松
姫
に
関
す
る
そ
れ
以
前
の
入
用
金
、
前
田
家
側
の
負
担
は
知
れ
な
い
た
め
、
他
の
将
軍
の
娘
の
例
を
見
て
い
く
。

享
保
十
四
(
一
七
二
九
)
年
島
津
家
に
入
輿
し
た
竹
姫
の
場
合
、
「
御
守
殿
御
方
年
中
諸
色
矯
御
入
用
金
、
六
千
両
年
々
本
宅
よ
り
被
進
候

様
被
仰
渡
候
」
と
あ
り
、
六
千
両
を
島
津
家
が
負
担
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
内
容
は
、
召
物
・
被
進
物
井
被
下
物
・
菓
子
・
水
菓
子
・
不

時
ニ
被
進
物
・
道
具
等
修
復
井
木
具
類
・
膳
味
噌
井
炭
薪
油
紙
墨
筆
蝋
燭
・
規
式
膳
部
・
普
段
朝
夕
三
度
目
・
膳
部
肴
青
物
・
膳
酒
醤
油
溜

酢
・
次
肴
井
青
物
干
物
類
・
召
仕
女
中
充
行
の
他
、
四
季
の
御
用
金
銀
・
同
四
季
施
物
定
式
被
下
物
で
、
個
々
の
高
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

そ
の
合
計
高
が
六
千
両
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

幕
府
か
ら
の
化
粧
料
は
、
入
輿
以
前
か
ら
五
百
両
が
毎
年
支
払
わ
れ
て
い
た
。
停
止
や
増
加
の
旨
が
な
い
た
め
、
続
け
て
支
給
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
竹
姫
は
、
女
中
や
男
役
人
の
扶
持
を
除
い
た
六
千
五
百
両
で
、
御
守
殿
内
の
入
用
を
賄
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

竹
姫
の
後
、
享
保
二
十
(
一
七
三
五
)
年
に
伊
達
宗
村
に
入
興
し
た
利
根
姫
は
、
女
中
の
手
当
て
の
他
に
六
千
両
が
仙
台
藩
の
負
担
と
な
っ
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た
が
、
詳
細
や
幕
府
か
ら
の
化
粧
料
は
明
ら
か
で
は
な
い
口

次
に
時
代
を
下
り
、
十
一
代
将
軍
家
斉
の
二
例
を
挙
げ
る
。
ま
ず
は
松
姫
の
後
、
文
政
六
(
一
八
二
七
)
年
に
前
田
家
に
入
興
し
た
溶
姫
の

入
用
金
に
関
し
て
は
、
「
溶
姫
君
様
御
住
居
定
式
一
ヶ
年
分
御
入
用
御
省
略
取
調
帳
」
と
い
う
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
御
手

元
金
・
御
召
服
御
用
・
御
召
服
地
渡
染
縫
井
慰
用
・
足
袋
・
化
粧
道
具
墨
紙
御
守
切
類
側
入
用
・
年
中
上
被
進
被
遣
被
下
神
仏
へ
の
御
供
井
登

城
入
用
・
御
付
女
中
被
下
金
井
内
証
抱
女
中
給
金
奥
廻
り
入
用
・
年
中
前
田
家
男
女
江
被
下
入
用
・
御
膳
初
炭
薪
等
台
所
入
用
・
日
用
品
奥
廻

り
入
用
・
作
事
方
入
用
・
御
付
女
中
宛
行
諸
渡
り
物
・
人
足
賃
金
・
前
田
(
永
か
ら
女
中
井
用
人
な
ど
へ
贈
物
・
前
田
家
の
扶
持
方
入
用
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
合
計
高
は
、
金
一
万
八
千
四
百
二
十
二
両
で
あ
っ
た
。
竹
姫
の
六
千
両
と
比
べ
る
と
、
三
倍
で
あ
る
。

(
一
八
一
四
)
年
に
水
戸
徳
川
斉
惰
に
入
興
し
た
。
こ
の
峯
姫
の
入
用
金
は
、
伊
東
多
三
郎
氏
の

溶
姫
の
姉
に
あ
た
る
峯
姫
は
、
文
化
十
一

「
御
守
殿
の
生
活
費
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
峯
姫
の
入
用
金
は
、
文
政
八

(
一
八
二
五
)
年
二
千
九
百
五
十
八
両
、
文
政
十
年
二
千
九
百
十

一
両
、
天
保
元
(
一
八
三

O
)
年
二
千
六
百
三
十
八
両
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
間
約
三
千
両
の
入
用
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
こ

れ
ら
に
は
、
幕
府
か
ら
の
峯
姫
付
女
中
・
男
役
人
、
水
戸
家
側
か
ら
の
附
属
人
の
手
当
て
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
幕
府
か
ら
は
、
化
粧

料
と
し
て
年
間
金
三
千
両
、
米
五
百
表
、
女
中
手
当
て
が
別
に
遣
わ
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
峯
姫
の
入
用
は
、
一
見
幕

府
か
ら
の
化
粧
料
で
賄
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
だ
が
、
実
際
の
年
間
入
用
は
幕
府
か
ら
の
化
粧
料
と
は
別
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
約
六

千
両
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
水
戸
徳
川
家
に
は
文
政
年
中
、
毎
年
六
千
五
百
両
か
ら
七
千
両
が
幕
府
よ
り
下
賜
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
、
峯
姫
の
化
粧
料
で
は
な
い
が
、
天
保
二
年
の
御
守
殿
経
費
は
定
式
以
外
に
約
九
千
両
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。

御
守
殿
の
入
用
に
関
し
て
は
、
幕
府
か
ら
の
化
粧
料
が
下
さ
れ
る
場
合
と
下
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
た
が
、
溶
姫
を
除
い
た
御
守
殿
の
、
基

本
的
な
入
用
金
は
約
六
千
両
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
最
低
限
の
も
の
で
あ
り
、
女
中
の
基
本
俸
禄
や
、

前
田
家
側
か
ら
の
被
下
物
、
扶
持
な
ど
を
加
え
た
溶
姫
の
入
用
金
は
、
二
万
両
弱
で
あ
っ
た
。
峯
姫
も
六
千
両
が
基
本
入
用
と
し
な
が
ら
も
、

女
中
手
当
て
や
そ
の
他
の
支
出
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
結
局
一
万
五
千
両
近
く
の
入
用
金
を
要
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
松
姫
の
諸
入
用
が
幕
府
か
ら
の
合
力
金
二
千
両
・
米
五
百
表
で
賄
わ
れ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
松

姫
の
入
輿
に
関
し
て
は
、
大
姫
が
前
例
と
さ
れ
、
そ
の
松
姫
を
倣
っ
た
の
が
竹
姫
で
あ
り
、
竹
姫
を
前
例
と
し
た
の
が
利
根
姫
、
そ
し
て
時
代

が
変
わ
っ
て
も
同
じ
前
田
家
へ
入
輿
し
た
溶
姫
は
、
や
は
り
松
姫
を
前
例
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
と
、
松

姫
の
入
用
金
は
前
田
家
に
四
千
両
ほ
ど
の
負
担
を
強
い
、
そ
の
他
女
中
の
諸
手
当
な
ど
も
負
担
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

/"ー¥

一
一¥、，〆

大
名
家
に
お
け
る
将
軍
の
娘

幕
藩
体
制
が
安
定
し
、
将
軍
の
娘
の
婚
家
と
成
り
得
る
大
藩
の
改
易
の
危
倶
が
薄
れ
る
と
、
大
名
家
は
将
軍
の
娘
の
入
輿
を
敬
遠
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
つ
凶
o

大
名
家
は
様
々
な
理
由
を
挙
げ
て
、
入
輿
に
難
色
を
示
し
た
が
、
実
際
問
題
は
財
政
難
に
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
将
軍
の
娘

は
、
費
用
が
か
か
る
存
在
と
し
て
の
み
、
大
名
家
に
在
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
将
軍
の
娘
で
あ
れ
、
入
輿
に
よ
り
大
名
夫
人
と
し
て
の
立
場
も

加
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
将
軍
の
娘
が
子
ど
も
を
生
む
と
、
藩
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
松
姫
に
子
は
な

、
喝
、
ノ

-p-o

，
刀
て
主
人

子
を
生
む
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
松
姫
は
将
軍
家
の
威
光
を
象
徴
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
大
名
夫
人
と
し
て
、
家
の
利
益
に
な
る
よ
う

に
行
動
し
た
例
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
吉
徳
と
共
に
幕
府
に
願
い
出
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
願
い
出
た
の
は
綱
紀
の
帰
国
延
期
で
あ
り
、

「
首
御
帰
国
御
道
中
、
最
早
雪
中
に
も
向
候
に
付
、
従
松
姫
君
様
来
春
迄
御
発
駕
御
延
引
之
儀
御
願
に
而
、
今
日
戸
田
山
城
守
殿
江
聞
香
被
召

呼
被
仰
渡
有
之
、
(
中
略
)
右
に
付
来
春
雪
消
次
第
御
発
駕
与
被
仰
出
(
後
略
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、
松
姫
の
口
添
え
に
よ
っ
て
願
い
が
叶
え
ら

れ
て
い
る
。

相
続
に
絡
ん
で
、
大
名
家
の
一
員
と
し
て
動
い
た
の
は
、
八
重
姫
と
竹
姫
で
あ
る
。

八
重
姫
(
五
代
綱
吉
養
女
)

は
、
水
戸
徳
川
古
宇
に
入
輿
し
、
翌
年
美
代
姫
を
出
産
し
た
。
そ
の
翌
年
、
古
宇
は
二
十
五
歳
の
若
さ
で
亡
く
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な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
時
の
藩
主
は
三
代
綱
僚
で
あ
り
、
吉
宇
は
未
だ
家
督
を
相
続
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
八
重
姫
は
世
子
夫

(
苅
)

人
の
ま
ま
二
十
二
歳
で
落
飾
し
、
養
仙
院
と
称
す
る
こ
と
に
な
る
。
綱
候
の
士
口
字
以
外
の
男
児
は
み
な
天
折
し
て
い
た
た
め
、
美
代
姫
が
水
戸

徳
川
家
の
総
領
娘
と
し
て
、
婿
養
子
を
と
る
こ
と
が
、
綱
僚
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。

八
重
姫
が
美
代
姫
を
伴
っ
て
登
城
し
た
の
は
、
ま
だ
古
学
が
生
存
し
て
い
た
、
宝
永
六
(
一
七

O
九
)
年
五
月
の
六
代
将
軍
家
宣
将
軍
宣
下

の
際
に
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
八
重
姫
は
、
家
宣
没
後
の
七
代
家
継
の
将
軍
宣
下
以
前
、
正
徳
三
年
一
月
に
、
そ
し
て
享
保
元
(
一
七
一
六
)
年

八
月
の
八
代
吉
宗
の
将
軍
宣
下
後
に
、
美
代
姫
同
伴
の
大
奥
登
城
を
行
っ
て
い
討
。
八
重
姫
は
将
軍
代
替
り
ご
と
に
、
美
代
姫
を
将
軍
に
御
日

見
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

諸
大
名
や
そ
の
世
子
の
将
軍
へ
の
御
目
見
は
、
拝
謁
儀
礼
と
し
て
主
従
関
係
や
、
家
格
秩
序
の
問
題
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

だ
が
、
年
中
儀
礼
の
御
目
見
以
前
に
行
わ
れ
る
、
は
じ
め
て
の
御
目
見
は
人
生
儀
礼
の
中
で
特
に
意
味
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
大

名
が
対
外
的
な
活
動
を
実
施
す
る
準
備
行
為
で
あ
り
、
御
目
見
が
済
ま
な
い
う
ち
は
、
公
的
に
一
人
前
と
は
見
な
さ
れ
ず
、
対
外
交
流
も
制
限

(
位
)

さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
名
夫
人
や
娘
の
将
軍
御
目
見
は
、
公
的
に
は
行
わ
れ
な
い
。
将
軍
の
娘
に
伴
わ
れ
た
、
大
名
の
娘

の
御
目
見
も
公
的
効
力
は
も
た
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
将
軍
と
対
面
で
き
た
大
名
家
の
女
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
八
重
姫
が
将
軍
代
替

り
ご
と
に
、
美
代
姫
を
伴
っ
て
登
城
を
行
っ
た
こ
と
に
は
、
美
代
姫
の
立
場
を
暗
に
世
間
に
披
露
し
た
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
幻
)

美
代
姫
は
、
享
保
八
年
に
水
戸
徳
川
家
の
支
藩
、
高
松
松
平
頼
豊
の
子
宗
亮
と
婚
姻
し
、
宗
翰
を
出
産
し
た
。
だ
が
、
二
年
後
宗
亮
は
二
十

六
歳
で
死
亡
し
た
。
八
重
姫
は
享
保
十
九
年
、
一
冗
服
前
の
鶴
千
代
(
宗
翰
)
と
共
に
大
奥
へ
登
り
吉
宗
に
御
目
見
さ
せ
た
。
こ
の
御
目
見
は
、

『
徳
川
諸
家
系
譜
」
に
、
「
大
奥
お
い
て
奉
謁
有
徳
公
」
と
あ
り
、
通
常
の
初
御
目
見
と
同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
翰
は
そ
の
後
、
享
保
二
十

年
に
ま
た
大
奥
へ
登
城
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
で
っ
ち
う
ち
の
御
封
面
あ
り
」
と
丸
山
町
o

よ
っ
て
、
八
重
姫
に
連
れ
ら
れ
た
初
御
目
見
は
、

大
き
な
音

八
重
姫
は
そ
の
後
、
宗
翰
の
養
育
と
婚
姻
に
力
を
注
ぐ
こ
と
と
な
る
口
水
戸
徳
川
家
藩
主
の
婚
姻
は
、
二
代
光
因
・
三
代
綱
候
が
公
家
か
ら
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正
室
を
迎
え
て
き
て
い
た
。
八
重
姫
は
そ
の
こ
と
を
考
慮
し
、
宗
翰
の
婚
姻
相
手
に
、
公
家
の
娘
を
選
ん
だ
。
婚
姻
相
手
と
な
っ
た
の
は
、
八

重
姫
の
叔
父
の
娘
、
一
条
兼
香
息
女
千
代
君
で
あ
っ
た
。
八
重
姫
は
、
実
父
鷹
司
輔
信
を
通
し
て
縁
談
を
進
め
、
幕
府
へ
の
交
渉
も
行
っ
た
の

で
あ
(
例
。
八
重
姫
は
水
戸
徳
川
家
の
継
嗣
た
ち
を
守
り
立
て
る
た
め
に
、
将
軍
の
娘
と
い
う
立
場
を
利
用
し
つ
つ
、
大
名
の
夫
人
と
し
て
行
動

し
て
い
た
。

竹
姫
も
同
様
で
あ
る
。
す
で
に
継
嗣
益
之
助
(
宗
信
)
が
出
生
し
て
い
た
島
津
継
豊
に
降
嫁
し
た
竹
姫
、
実
子
が
生
ま
れ
た
後
も
、
益
之
助

を
継
嗣
と
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。
竹
姫
は
、
入
輿
直
後
に
益
之
助
を
養
子
と
し
、
益
之
助
と
江
戸
城
へ
登
城
し
た
の
は
、
実
子
菊
姫

が
生
ま
れ
た
後
の
享
保
二
十
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
菊
姫
と
益
之
助
の
両
名
を
、
吉
宗
に
対
面
さ
せ
て
い
る
。
益
之
助
の
場
合
は
、
は
じ
め
て

(
却
)

の
御
目
見
は
一
元
文
二
(
一
七
三
七
)
年
と
さ
れ
て
お
り
、
大
奥
で
の
御
目
見
は
公
的
な
も
の
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
将
軍
姫
君
に
伴

わ
れ
て
の
益
之
助
登
城
は
、
意
味
な
く
行
わ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
際
に
は
、
竹
姫
・
継
豊
父
子
の
み
な
ら
ず
、
前
藩
主
吉
貴
と
そ
の
妻

を
含
め
た
贈
答
が
行
わ
れ
て
お
り
、
島
津
家
に
と
っ
て
は
益
之
助
の
立
場
を
確
認
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
継
豊
は
宗
信
(
益
之
助
)
に
家
督
を
譲
り
、
寛
延
二
年
か
ら
国
許
に
隠
居
し
た
。
だ
が
、
島
津
家
に
お
い
て
も
六
代
宗
信
・
七
代

重
年
(
妾
腹
継
豊
子
)
が
若
く
し
て
死
去
し
、
竹
姫
は
八
代
重
豪
の
養
育
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
(
れ
o

婚
姻
に
お
い
て
も
、
竹
姫
入
輿
後
は
尾
張

徳
川
家
や
一
橋
徳
川
家
と
の
縁
組
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
島
津
家
の
婚
姻
関
係
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
重
豪
息
女
が
十
一
代
将
軍
家

斉
の
御
台
所
と
な
る
こ
と
や
、
幕
末
の
幕
府
と
島
津
家
と
の
関
係
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
将
軍
の
娘
は
将
軍
の
娘
と
し
て
の
立
場
、
藩
主
夫
人
の
立
場
の
両
方
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
江

戸
城
へ
自
身
が
登
城
し
、
将
軍
と
直
接
対
面
で
き
る
こ
と
を
必
要
に
応
じ
て
最
大
限
に
利
用
し
、
大
名
家
へ
有
利
に
働
い
た
。
そ
し
て
、
相
続

に
関
し
て
は
、
大
名
家
の
以
降
の
婚
姻
関
係
を
変
化
さ
せ
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
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本
論
で
は
、
御
守
殿
の
空
間
構
造
と
、
内
部
に
お
け
る
儀
礼
の
具
体
像
、
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
人
々
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

空
間
構
造
的
に
は
、
大
名
家
の
「
奥
」
で
あ
り
な
が
ら
、
御
殿
自
体
が
表
御
殿
と
は
別
に
、
「
表
」
と
「
奥
」
を
備
え
る
二
重
構
造
を
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
機
能
す
る
御
殿
と
し
て
完
結
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
表
」
に
は
幕
府
役
人
と
大
名
家
士
が
、
常
に
同
空
間
に
在
る
状
態

で
あ
っ
た
。
江
戸
藩
邸
全
体
の
社
会
構
造
か
ら
は
、
御
殿
空
間
内
に
表
御
殿
以
外
の
核
を
出
現
さ
せ
、
さ
ら
に
幕
府
を
は
じ
め
と
す
る
武
家
社

会
の
他
に
も
、
町
人
を
含
む
外
世
界
と
独
自
に
通
じ
る
空
間
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
口

御
守
殿
の
主
で
あ
る
将
軍
の
娘
は
、
大
名
夫
人
で
あ
り
な
が
ら
、
儀
礼
に
お
い
て
は
将
軍
家
の
一
員
と
し
て
、
大
名
家
に
幕
府
の
権
威
を
象

徴
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
御
守
殿
は
、
経
済
的
に
大
名
家
に
多
大
な
負
担
を
強
い
て
き
た
が
、
将
軍
の
娘
は
そ
の
立
場

を
利
用
し
、
大
名
家
の
大
事
(
特
に
相
続
や
婚
姻
)
に
は
幕
府
に
働
き
か
け
、
大
名
家
に
有
益
に
動
い
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

御
守
殿
そ
れ
自
体
は
、
主
で
あ
る
将
軍
の
娘
が
死
去
す
る
と
、
御
守
殿
廃
奉
行
が
定
め
ら
れ
、
大
名
江
戸
藩
邸
か
ら
撤
去
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
幕
府
か
ら
の
御
守
殿
付
男
役
人
・
女
中
(
将
軍
に
御
目
見
以
上
)
は
江
戸
城
へ
戻
り
、
幕
府
役
人
と
し
て
再
編
さ
れ
た
の

(
児
)

で
あ
る
。
ま
た
、
前
田
家
に
お
い
て
は
、
御
守
殿
付
の
重
役
を
勤
め
た
者
に
は
、
通
常
で
は
見
ら
れ
な
い
優
遇
処
置
が
と
ら
れ
、
御
守
殿
が
な

(
伺
)

く
な
っ
た
後
に
も
、
大
名
家
の
秩
序
に
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
回
は
、
御
守
殿
と
い
う
大
名
江
戸
藩
邸
に
通
常
存
在
し
な
い
特
殊
事
例
で
は
あ
る
が
、
先
行
研
究
で
は
見
受
け
ら
れ
な
い
、
奥
向
き
の
空

間
構
造
と
そ
こ
に
属
す
る
人
々
を
関
連
さ
せ
た
視
点
で
論
じ
て
き
た
。
御
守
殿
と
い
う
空
間
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
奥
向
き
が
単
な
る
女
性
の

空
間
、
あ
る
い
は
主
人
の
私
的
空
間
で
あ
る
と
い
う
概
念
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
御
守
殿
を
と
り
ま
く
社
会

も
奥
向
き
は
女
性
社
会
、
表
向
き
が
男
社
会
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
将
軍
の
娘
は
藩
主
夫
人
で
あ
る
以
前
に
将
軍
権
力
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
れ

が
大
名
家
と
関
わ
る
儀
礼
に
お
い
て
も
表
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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+ヱ(
1
)

相
川
由
美
「
大
名
屋
敷
の
生
活
と
規
制
」
(
「
歴
史
評
論

月
号
五
三
六
』
)
丹
波
書
林
一
九
九
四
年

(
2
)

長
野
ひ
ろ
子
『
日
本
近
世
ジ
ェ
ン
ダ
l
論
』
古
川
弘
文
館

0
0
コ一年

(
3
)

長

野

註

(
2
)
書
、
柳
谷
慶
子
「
武
家
社
会
と
女
性
」
(
『
日

本
の
時
代
史
⑮
享
保
改
革
と
社
会
変
容
」
)
古
川
弘
文
館
二

0
0

三
年

(
4
)

松
崎
瑠
美
「
近
世
武
家
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
l
・
シ
ス
テ
ム
と
女

性
の
役
割
近
世
中
期
の
仙
台
藩
伊
達
家
を
事
例
と
し
て
!
」
(
「
歴

史

第

一

O
三
輯
』
)
二

O
O
四
年
、
同
「
天
下
統
一
・
幕
藩
体
制

確
立
期
に
お
け
る
武
家
女
性
の
役
割
仙
台
藩
伊
達
家
を
事
例
と
し

て
|
」
(
「
国
史
談
話
会
雑
誌
第
四
十
五
号
』
)
二

O
O
四
年

(
5
)

大
口
勇
次
郎
編
「
女
の
社
会
史
』
山
川
出
版
二

O
O
一
年
、

長
野
ひ
ろ
子
『
日
本
近
世
ジ
エ
ン
ダ
l
論
』
古
川
弘
文
館
二

0
0

ゴ
一
年
、
畑
尚
子
「
江
戸
奥
女
中
物
語
』
講
談
社
二

O
O
一
年
、
松

尾
美
恵
子
「
江
戸
幕
府
女
中
分
限
帳
に
つ
い
て
」
(
「
日
本
女
性
史
論

集
②
政
治
と
女
性
』
)
古
川
弘
文
館
一
九
九
二
年
、
柳
谷
慶
子

「
武
家
社
会
と
女
性
」
(
『
日
本
の
時
代
史
⑩
享
保
改
革
と
社
会
変
容
』
)

吉
川
弘
文
館
二

O
O
三
年
等
。

(
6
)

宮
崎
勝
美
「
紀
尾
井
町
遺
跡
に
お
け
る
大
名
屋
敷
の
様
相
と
そ

の
変
遷
」
(
「
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
遺
跡
調
査
報
告
書
』
)
千

代
田
区
紀
尾
井
町
遺
跡
調
査
会
一
九
八
八
年

(
7
)

渋
谷
葉
子
「
幕
藩
体
制
の
形
成
過
程
と
大
名
藩
邸
尾
張
藩
邸

を
中
心
に
|
」
(
『
徳
川
林
政
史
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
四
号
)
徳
川

繋

明

会

二

0
0
0
年
、
同
「
尾
張
藩
江
戸
上
屋
敷
の
殿
舎
と
作
事

ー
一
七
世
紀
前
半
の
様
相
」
(
『
徳
川
林
政
史
研
究
所
紀
要
』
第
三

十
八
号
)
徳
川
梨
明
会
二

O
O
四
年

(
8
)

深
井
雅
海
「
図
解
・
江
戸
城
を
よ
む
』
原
書
房
一
九
九
七
年

一
二
八
頁

(
9
)

宝
永
年
間
編
纂
の
「
ゴ
一
壷
記
」
に
は
、
「
此
御
作
事
に
、
幾
干

高
の
御
入
用
懸
敷
、
其
中
に
御
守
殿
の
破
風
に
孔
雀
鳳
風
、
大
重
所

の
破
風
に
獅
子
に
牡
丹
の
彫
物
を
(
後
略
こ
と
あ
る
口
大
姫
の
入

輿
に
関
し
て
「
加
賀
藩
史
料
』
に
は
、
「
御
守
殿
」
の
文
字
は
な
く
、

「
石
川
豚
史
』
に
お
い
て
も
、
他
に
は
「
御
守
殿
」
の
文
字
は
見
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
「
大
牽
所
」
が
ど
こ
を
指
す
か
は
明
確
で
は
な
い
。

大
姫
の
御
殿
作
事
の
事
項
に
出
て
い
る
た
め
、
大
姫
御
殿
内
の
台
所

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
『
石
川
牒
史
第
弐
巻
』
石
川
県
三

五
三
頁
)

(
印
)
渋
谷
註

(
7
)
書
に
よ
る
。

(
日
)
畑
尚
子
「
御
守
殿
」
(
『
江
戸
幕
府
事
典
』
東
京
堂
出
版
)
一
一

六
頁

(
ロ
)
同
右
。
村
井
益
男
「
御
守
殿
」
(
『
国
史
大
辞
典
』
古
川
弘
文

館
)

(
日
)
松
姫
の
入
輿
相
手
吉
徳
は
、
宝
、
水
五
(
一
七

O
八
)
年
の
時
点

で
未
だ
継
嗣
で
あ
り
、
正
四
位
下
、
享
保
十
四
(
一
七
二
九
)
年
に

島
津
継
豊
に
入
輿
し
た
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
養
女
竹
姫
の
婚
姻
相

手
、
継
豊
は
従
四
位
下
少
将
、
八
代
将
軍
古
宗
養
女
利
根
姫
の
婚
姻

十
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相
手
、
仙
台
藩
主
継
嗣
伊
達
宗
村
は
入
輿
当
時
の
享
保
二
十
(
一
七

三
五
)
年
、
従
四
位
下
侍
徒
で
あ
り
、
竹
姫
の
最
初
の
縁
組
相
手
、

会
津
松
平
正
邦
に
い
た
っ
て
は
、
叙
任
さ
え
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
い
ず
れ
も
姫
君
の
住
ま
い
を
「
御
守
殿
」
と
称
し
て
い
る
。

(
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
巻
第
百
八
、
巻
第
七
百
六
十
二
続
群
書
類

従
完
成
会
)

(
日
)
畑
・
村
井
註
(
日
)
書

(
日
)
宮
崎
註

(
5
)
書
七
二
四
頁

(
日
)
た
だ
し
、
今
後
本
論
で
の
「
御
守
殿
」
は
、
将
軍
の
娘
の
御
殿

を
指
す
こ
と
と
す
る
。

(
口
)
鶴
姫
(
綱
吉
女
)
の
御
守
殿
は
、
絵
図
や
地
形
に
よ
る
と
、
三

千
数
百
坪
か
ら
五
千
坪
、
利
根
姫
(
吉
宗
養
女
)
は
仙
台
藩
江
戸
藩

邸
一
万
坪
の
六
割
に
当
た
る
六
千
坪
、
溶
姫
は
五
千
数
百
坪
、
松
姫

の
場
合
は
、
御
守
殿
付
属
の
土
蔵
地
を
含
め
る
と
九
千
坪
と
な
る
。

そ
し
て
竹
姫
の
場
合
は
、
縁
組
が
決
ま
っ
た
時
点
で
、
会
津
松
平
家

へ
約
一
万
九
千
坪
、
島
津
家
へ
は
約
六
千
九
百
坪
の
添
地
が
幕
府
か

ら
下
賜
さ
れ
た
。
会
津
松
平
家
へ
の
添
地
は
他
の
例
か
ら
考
え
て
、

こ
の
土
地
全
て
が
御
守
殿
用
地
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
結
局
、

竹
姫
が
会
津
松
平
家
へ
入
興
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。
(
「
会
津
藩
家
世
実
紀
巻
九
十
三
」
五
一
九
頁

吉
川
弘
文
館
、
土
田
美
緒
子
「
竹
姫
入
輿
一
件
」
(
「
尚
古
集
成
館
紀

要
第
一
号
』
)
尚
古
集
成
館
一
九
八
七
年
四
二
頁
)

(
時
)
松
姫
御
守
殿
の
絵
図
①
は
「
光
現
大
夫
人
御
守
殿
御
間
絵
図
」

(
出
典
「
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
遺
跡
調
査
報
告
と
よ
り
作
成

(
光
現
大
夫
人
は
松
姫
の
議
)
、
図
②
・
③
は
「
御
守
殿
廻
惣
絵
図
」

よ
り
作
成
、
溶
姫
御
守
殿
の
絵
図
④
・
⑤
「
江
戸
御
上
屋
敷
惣
絵
図

①
江
戸
御
上
屋
敷
絵
図
」
よ
り
作
成
。

(
四
)
宮
崎
註

(
5
)
書
六
九
三

1
六
九
三
頁

(
却
)
地
震
之
間
は
、
「
間
」
と
い
は
い
う
も
の
の
、
部
屋
と
い
う
よ

り
は
堅
固
な
小
屋
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
御
守
殿
特
有
の
も
の
で

は
な
く
、
江
戸
城
や
諸
大
名
の
城
郭
に
建
設
さ
れ
た
。
(
加
藤
秀
幸

「
城
郭
殿
舎
建
築
に
お
け
る
地
震
屋
・
地
震
之
間
・
地
震
御
殿
の
史

的
考
察
」
(
『
歴
史
地
震
』
)
第
十
三
号
歴
史
地
震
研
究
会
一
九

七
七
年
一
九
一
頁
)

(
幻
)
宮
崎
註

(
5
)
書
六
九
九
頁

(
辺
)
細
川
義
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
理
学
部
7
号
館
地
点
の
変
選
」

(
『
東
京
大
学
遺
跡
調
査
室
発
掘
調
査
報
告
書
1
東
京
大
学
本
郷
構
内

の
遺
跡
理
学
部
7
号
館
地
点
』
一
九
八
九
年
四
九
七
1
四
九
八
頁
)

(
お
)
松
尾
美
恵
子
「
広
敷
向
の
役
職
」
(
「
江
戸
幕
府
事
典
」
東
京
堂

出
版
一
一
一
一
七
頁
)

(
泊
)
「
御
殿
空
間
」
・
「
詰
人
空
間
」
の
呼
称
は
、
近
年
の
研
究
に

お
い
て
定
着
し
て
き
で
い
る
た
め
、
倣
う
こ
と
と
す
る
。
(
吉
田
伸

之
「
近
世
の
城
下
町
・
江
戸
か
ら
金
沢
へ
」
『
朝
日
百
科
日
本
の

歴
史
・
別
冊
歴
史
の
読
み
方
』
朝
日
新
聞
社
一
九
九
二
年
)

(
お
)
吉
田
伸
之
「
近
世
の
城
下
町
・
江
戸
か
ら
金
沢
へ
」
(
『
朝
日
百

科
日
本
の
歴
史
・
別
冊
歴
史
の
読
み
方
』
朝
日
新
聞
社
一
九

九
一
一
年
二
二
頁
)

(
お
)
『
常
憲
院
殿
御
実
紀

巻
五
十
八
』
古
川
弘
文
館
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九
月
十
九
日
条
七
一

O
頁

(
幻
)
「
御
家
人
分
限
帳
五
」
(
『
御
家
人
分
限
帳
』
近
藤
出
版
社

一
九
八
四
年
)
一
一
人

1
一
二

O
頁
、
「
御
守
殿
雑
志
一
・
上
」
、

「
護
国
公
御
年
表
」

(
お
)
前
註
(
お
)

(
却
)
「
御
用
所
日
記
抄
」
宝
永
六
年
七
月
二
日
条

(
却
)
「
御
用
所
日
記
抄
」
享
保
二
年
七
月
十
六
日
条

(
担
)
「
御
用
所
日
記
抄
」
享
保
一
二
年
八
月
二
十
五
日
条

(
認
)
「
護
国
公
御
年
表
」

(
お
)
「
御
守
殿
雑
志
一
・
上
」

(
泊
)
「
御
守
殿
廻
惣
御
絵
図
」
、
図
③
参
照

(
お
)
『
江
戸
幕
府
役
職
武
艦
編
年
集
成
第
七
巻
』
東
洋
書
林

(
お
)
賄
頭
溝
口
惣
次
郎
・
立
合
役
諸
色
買
上
方
萩
原
新
五
・
向
山
田

藤
太
夫
・
料
理
人
飯
塚
弐
左
衛
門
・
岡
市
川
権
七
・
算
用
組
木
村
平

八
の
み
で
あ
り
、
六
人
一
部
屋
で
あ
っ
た
。
(
「
御
守
殿
廻
惣
御
絵

図
」
)
、
図
③
参
照

(
訂
)
「
御
用
所
日
記
抄
」
正
徳
三
年
一
一
月
五
日
条

(
お
)
「
御
用
所
日
記
抄
」
享
保
三
年
七
月
廿
七
日
条
、
「
正
徳
享
保

江
戸
日
記
」
正
徳
四
年
七
月
廿
九
日
条
、
十
二
月
七
日
条
、
享
保
元

年
七
月
廿
八
日
条
、
享
保
三
年
七
月
廿
七
日
条
、
享
保
コ
一
年
十
二
月

廿
五
日
条

(
却
)
「
正
徳
享
保
江
戸
日
記
」
正
徳
五
年
一
月
一
日
条
、
享
保
元

年
九
月
十
五
日
条
、
享
保
三
年
間
十
月
廿
五
日
条
、
「
御
用
所
日
記

抄
」
享
保
四
年
四
月
廿
二
日
条

(
却
)
「
正
徳
享
保
江
戸
日
記
」
享
保
三
年
十
一
月
三
日
条

(
狙
)
『
加
賀
藩
史
料
第
二
篇
』
清
文
同
出
版
寛
永
十
年
十
二

月
五
日
条
七
一
三
頁

(
位
)
入
輿
後
の
史
料
に
は
、
年
頭
に
祝
儀
を
遣
わ
さ
れ
た
女
中
数
が

「
〆
六
拾
七
人
」
と
あ
り
、
表
④
か
ら
も
、
そ
の
総
数
が
合
わ
ず
、

合
計
五
十
七
人
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
年
頭
祝
儀
に
記
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
、
中
臆
六
人
・
表
使
三
人
・
御
祐
筆
間
小
間
遣
二
人
を
足
す
と

六
十
八
人
と
な
り
、
六
十
七
人
に
限
り
な
く
近
い
。
そ
う
な
る
と
、

鶴
姫
付
女
中
の
数
と
近
く
な
る
。
鶴
姫
は
、
松
姫
の
養
父
綱
吉
の
息

女
で
あ
り
、
綱
吉
の
代
に
入
輿
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
松
姫
の
入

輿
後
に
、
若
年
寄
一
人
・
呉
服
衆
一
人
・
一
二
ノ
間
衆
二
人
・
使
番
一

人
・
御
半
下
回
人
が
新
た
に
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

(
「
松
姫
君
様
御
附
属
之
女
中
江
被
下
御
賄
方
之
覚
」
)

(
必
)
畑
尚
子
『
江
戸
奥
女
中
物
語
」
講
談
社
二

O
O
一
年
六
十

八
1
六
十
九
頁

(
叫
)
「
旧
期
雑
録
追
録
三
ノ
二
』
鹿
児
島
県
巻
六
十
九
二
三
九

九
九
五
二

1
九
五
三
頁

(
叩
)
松
尾
美
恵
子
「
江
戸
幕
府
女
中
分
限
帳
に
つ
い
て
」
(
「
日
本
女

性
史
論
集
②
政
治
と
女
性
」
)
古
川
弘
文
館
一
九
九
二
年
七
十

1
七
十
二
員

(
必
)
畑
註
(
担
)
書
七
十
四
頁

(
訂
)
伊
東
多
三
郎
「
御
守
殿
の
生
活
」
(
「
日
本
歴
史

古
川
弘
文
館
一
九
七
二
年
一

O
四
頁

(
必
)
児
玉
幸
多
『
日
本
歴
史
⑮
大
名
』
小
学
館

第
二
九
三
号
』
)

一
九
七
五
年
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五
九

1

ヱハ
O
一良

(
お
)
持
伊
東
註
(
川
知
)
書

(
部
)
「
御
守
殻
雑
志
一
ニ
」

(
況
)
小
宮
本
代
良
『
近
世
武
家
政
治
社
会
形
成
期
に
お
け
る
儀
礼
」

(
『
日
本
の
持
代
史
谷
江
戸
幕
府
出
と
東
ア
ジ
ア
』
)
吉
川
弘
文
館
二

0
0
一
一
一
年
一
八
六
頁

(
泣
)
山
川
島
屡
子
「
寛
、
水
期
の
大
名
の
身
分
序
列
に
つ
い
て
i

正
丹
二

日
の
拝
賀
礼
の
検
討
を
通
し
て
」
(
『
史
州
」
四
十
)
日
本
女
子
大
学

史
学
研
究
会
一
九
九
九
年
、
二
木
謙
一
「
武
家
儀
礼
格
式
の
研
究
』

吉
川
弘
文
鎧
二

O
O
三
年

(
日
)
二
木
註
(
沼
)
書

(
U
A
)

吋
常
議
院
殿
御
実
紀
巻
五
十
八
い
ん
五
、
水
五
年
九
月
七
自
条

七
O
八
(
)
七

O
九
頁
、
『
常
憲
民
殿
縄
実
紀
巻
五
十
七
」
宝
永
五

年
二
丹
七
日
条
六
八
六
l
六
八
七
頁
、
宝
永
五
年
六
月
一
一
呂
条

六
九
七
1
六
九
八
東

(
詰
)
小
谷
の
方
は
、
鶴
楚
・
得
松
生
母
五
ノ
丸
。
こ
の
時
点
で
、
鶴

瓶
は
入
興
後
で
あ
る
。
(
「
常
憲
説
殿
鍔
実
紀
巻
舟
四
』
元
椋
九
年

七
月
十
日
条
一
一
六
六
一
良
〉

(
話
)
「
櫛
守
穀
雑
志
一
・
上
」

(
訂
)
仰
向
一
一
一
家
か
ら
医
師
ま
で
は
、
門
段
以
降
も
表
開
け
か
ら
通
し
、
そ

れ
以
外
は
裏
門
か
ら
通
す
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
上

使
の
場
合
は
表
門
か
ら
と
さ
れ
た
。
(
「
御
守
殻
雑
志
一
・
上
」
)

〈
四
川
)
「
有
輩
説
殿
御
実
紀
巻
十
二
正
徳
玄
年
一
一
一
月
一
一
一
日
条

百
二
十
頁

四

(
的
)
数
字
・
(
)
は
筆
者
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
o

C

内
は
松

姫
の
贈
答
相
手
。
(
「
御
守
殿
雑
志
三
」
)

(
鉛
)
「
将
軍
穂
川
家
鵡
典
附
録
巻
之
二
十
六
」
(
『
徳
川
瞳
典
録

(
下
辺
原
書
一
時
)

(
む
)
笠
原
綾
「
一
瓦
寂
の
提
儀
」
(
『
徳
川
川
幕
出
刑
事
典
」
東
京
堂
出
版
)

八
十
八
頁

(
位
)
そ
の
他
、
女
中
が
上
使
に
な
る
場
合
な
ど
の
対
応
の
伺
い
も
出

さ
れ
て
い
る
が
、
回
答
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
伺
い
の
内
容
か
ら
、

使
者
の
主
人
の
身
分
に
よ
り
、
玄
関
や
裏
門
な
ど
の
通
行
が
分
け
ら

れ
た
。
(
「
御
守
殿
雑
志
一
・
上
」
、

E
V記
雑
録
追
録
一
一
一
ノ
ニ
」
巻
六

十
九
二
盟
四
五

1
二
回
四
七
九
八
一

1
九
八
五
頁
)

(
出
)
「
櫛
守
毅
雑
志
三
」

(
斜
)
持
姫
の
婚
姻
桔
手
で
あ
る
島
津
継
豊
は
、
祝
議
献
上
と
御
機
嫌

伺
い
の
許
可
を
、
担
母
(
信
詮
毘
)
・
生
母
(
お
す
ま
)
・
叔
母
(
於

菟
・
淡
路
守
業
〉
の
仰
に
、
一
門
の
奏
ま
で
を
願
っ
た
。
は
じ
め
は

一
門
の
妻
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
「
願
之
通
ニ
可
被
致
候
」
と
、

若
年
寄
を
出
す
幕
臣
の
家
系
の
息
女
で
あ
る
た
め
許
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
い
倍
議
院
も
お
す
ま
も
鱒
識
で
あ
っ
た
が
、
滞
主
生
時
と
し

て
の
立
場
を
重
ん
じ
て
い
る
島
津
家
に
、
幕
府
も
理
解
を
し
め
し
て

い
る
。
(
「
旧
記
雑
録
追
録
三
ノ
三
」
巻
六
十
九
二
四
五
二
九
八

六
1
九
八
七
資
)

(
窃
)
「
前
田
弐
世
譜
」
(
「
加
賀
松
雲
公
』
)
二

1
十
二
頁

(
弱
)
直
姫
は
後
に
栄
君
と
改
名
し
、
金
沢
か
ら
京
の
二
条
吉
忠
に
嫁

し
た
。
出
生
地
か
ら
も
、
松
姫
入
輿
か
ら
上
京
ま
で
金
沢
に
居
住
し
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て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
養
女
に
な
っ
た
誠
拒
も
同
様
に
、
婚
揮
の

た
め
の
出
立
地
は
金
沢
で
あ
り
、
}
札
一
ρ
荘
住
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

(
釘
)
「
街
守
最
方
御
用
」

(
紛
〉
門
加
賀
藩
史
料
第
五
篇
い
宝
永
六
年
間
月
廿
九
年
条
八
四

九
頁
、
「
御
守
殿
雑
志
二
」
、
「
揚
用
所
日
記
抄
」
宝
永
六
年
廿
九
日

条
(
的
)
吋
加
賀
藩
史
料
第
五
橋
い
正
徳
一
苅
年
一
一
一
月
廿
五
日
条
九
一

。
頁

(
m
N
)

「
文
昭
良
殿
御
実
紀
巻
ム
ハ
』
{
玉
、
水
七
年
四
丹
十
一
日
条
九

十
五
一
政

(
冗
)
「
由
記
雑
録
追
録
西
ノ
一
』
巻
七
十
二
五
十
五

1
五
十
七

五
十
1
五
十
一
頁

(η)

吋
文
昭
院
殿
錦
実
紀
巻
問
」
宝
水
六
年
十
二
月
廿
九
日
条

七
十
六
頁

(
汚
)
棄
藤
鋭
雄
「
江
戸
中
期
幕
藩
関
誌
の
儀
礼
に
つ
い
て
i

伊
達
京

村
の
婚
姻
」
(
円
宮
城
県
農
業
短
期
大
学
報
告
第
西
十
三
号
」
)
宮

城
県
農
業
短
期
大
学
一
九
九
五
年
二
頁

(
九
)
「
溶
姫
君
様
御
住
居
定
式
…
ヶ
年
分
御
入
用
御
省
略
取
調
帳
」

(
お
)
伊
東
多
三
郎
「
御
守
殿
の
生
活
費
」
(
『
日
本
歴
史
」
九
月
号

第
二
九
二
号
)
吉
間
弘
文
館
一
九
七
二
年

(
花
〉
吋
会
沖
藩
家
サ
一
実
紀
巻
北
九
十
一
二
い
宝
、
水
五
年
七
月
廿
五
日

条
五
六
九
頁
、
「
旧
記
雑
録
追
録
三
ノ
二
』
巻
六
十
六
二
一

九
二
八
二
二
頁
、
柳
各
慶
子
「
武
家
社
会
と
女
性
」
(
「
日
本
の
時

北
史
⑧
享
保
改
革
と
社
会
変
容
ご
吉
川
弘
文
館

二
十
ハ
八
一
良

(π)
『
加
賀
藩
史
料
第
六
篇
』
享
保
四
年
十
一
月
四
日
条

七
頁

(
沼
)
円
文
昭
段
殿
御
実
紀
巻
担
』
宝
永
六
年
十
一
月
十
日
条

十
四
頁

(
m
m
)

久
保
貴
子
「
武
家
社
会
に
生
き
た
公
家
女
性
」
(
刊
日
本
の
近
世

。
女
性
の
近
世
」
)
中
央
公
論
社
一
九
九
一
二
年
九
十
頁

(
部
)
「
文
昭
寝
殿
榔
実
紀
巻
二
」
宝
永
六
年
五
月
十
一
日
条
三

十
三
一
葉

(
担
)
吋
有
章
混
殿
御
実
紀
巻
二
」
正
徳
コ
一
年
正
月
十
一
二
日
条
二

九
六
一
員
、
「
右
徳
院
殿
御
実
紀
巻
二
』
享
保
一
瓦
年
八
月
甘
五
百
条

一一…十一員

(
位
)
大
友
一
雄
「
近
世
武
家
杜
会
の
年
中
儀
礼
と
人
生
儀
礼
」
(
『
日

本
歴
史
第
六
三

O
号
』
)
古
川
間
弘
文
館
二

0
0
0
年

五

十

五

1
五
十
六
一
良

(
お
)
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
「
水
戸
家
」
続
群
書
類
従
完
成
会
三
五
四

1
二
五
五
頁

(
似
例
)
通
常
「
事
謁
口
口
公
」
と
あ
り
、
口
口
に
は
時
の
将
軍
の
識
が

入
る
。
宗
輪
に
は
位
の
奉
謁
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
大
奥
に
お
い

て
」
が
、
他
と
違
う
の
み
で
あ
る
。
(
「
徳
川
諸
家
系
譜
」
「
水
戸
家
」

二
O
O
一一一年七

条ち

「
有
徳
院
殿
御
実
紀

六
七
回
頁

巻
毘
十
一
』
享
保
二
十
年
正
月
廿
五
日 …L. 

/、
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(
総
)
久
保
註
(
け
)
審
九
十
1
九
十
一
一
頁

(
釘
)
「
旧
記
雑
録
追
録
西
ノ
こ
巻
七
十
一
一
七
六
五
十
九
頁

(
紛
)
「
有
徳
説
殿
御
実
紀
巻
器
十
二
享
保
二
十
年
二
月
十
三
日

条
六
七
五
頁

(
部
)
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
巻
第
百
人
(
嶋
津
称
松
平
)
第
二
三

五
一
葉

(
船
内
)
江
後
連
子
「
武
家
の
江
戸
崖
敷
の
生
活
証
l

鹿
児
島
藩
島
津
家

中
奥
自
記
か
ら
!
」
(
「
研
究
紀
要
5
』
港
区
立
港
鶏
土
資
料
館
)
一

九
九
八
年
間
頁

(
但
)
江
後
註
(
悌
)
書

(
辺
)
松
姫
付
女
中
の
う
ち
上
級
女
中
の
五
人
は
、
「
御
局
井
梅
誇
及

宕
年
寄
女
中
三
人
、
以
上
五
人
尼
に
成
被
申
侠
骨
」
と
あ
る
よ
う
に

調
髪
し
た
。
剃
髪
し
た
女
中
は
、
江
戸
城
の
ニ
の
え
や
御
用
屋
敷
な

ど
へ
移
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
手
当
て
は
幕
府
よ
り
退
職
手
当
や
年
金

な
ど
が
支
給
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
女
中
の
最
上
位
で
あ
っ
た
大
上
鵬

お
さ
よ
の
方
は
、
「
御
守
震
被
椙
勤
候
大
上
麓
公
義
へ
被
召
出
、
豊

問
殿
と
被
改
、
御
守
殿

5
直
ニ
登
城
」
と
あ
る
よ
う
に
、
改
名
し
て

江
戸
域
へ
帰
減
し
た
。
大
上
臓
と
い
う
役
名
は
、
大
奥
女
中
に
は
見

ち
れ
ま
い
。
そ
の
た
め
、
「
お
」
の
字
の
つ
か
な
い
上
位
、
御
年
寄

の
役
に
変
わ
る
た
め
の
改
名
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
竹
姫
の
入
興
後
、

将
軍
吉
宗
付
締
年
寄
衆
か
ら
の
害
状
に
「
尚
一
位
同
」
の
名
が
見
え
る
た

め
、
将
軍
付
諦
年
寄
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
調
守
殿
付
男
役
人

は
、
錦
守
殿
に
関
す
る
伽
御
用
が
格
了
し
た
後
、
「
光
現
院
様
附
不
残

被
召
返
候
旨
、
戸
田
山
域
守
殿
5
被
保
渡
」
(
光
現
院
は
松
姫
の
死

後
の
謎
)
と
あ
り
、
老
中
川
田
忠
奥
か
ら
御
守
殿
付
役
人
が
幕
滞
へ

一
戻
る
己
目
が
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
て
、
奥
向
き
、
表
向
き
と
も
に
御

守
殿
か
ら
幕
府
役
人
が
去
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
(
「
御
守
毅
一

巻」〉

(
幻
)
前
田
家
側
御
守
殿
持
用
人
で
あ
っ
た
杉
江
・
戸
田
・
永
原
の
三

人
は
、
帰
国
と
暇
を
下
さ
れ
、
白
銀
十
枚
と
羽
織
を
下
賜
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
杉
江
の
嫡
子
一
千
之
沢
一
と
戸
田
の
養
子
宇
一
郎
が
召
出
さ
れ
、

新
知
辻
二
吾
五
十
石
と
さ
れ
た
c

役
は
大
小
将
に
命
じ
ら
れ
た
の
だ

が
、
二
百
五
十
石
の
知
行
は
大
総
一
期
の
嫡
子
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
「
杢
友
衛
門
清
太
夫
儀
ハ
格
別
之

品
々
侯
故
」
と
あ
る
。
(
「
調
用
一
前
日
記
抄
」
享
保
六
年
正
月
廿
五
日

条
、
二
月
廿
一
一
日
条
)

(
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
住
人
間
文
化
研
究
耗
博
士
前
期
課
程

平
成
十
七
年
一
一
一
月
修
了
)
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役名 人数 女中名 切米(石)扶持(人 針妙(人)下女(人)

大上購 おさよの方 80 8 7 5 

介添 梅津局 70 8 5 4 

小上鵬 2 
おえんん御御料料

60 8 5 4 

おき

若年寄 4 p波・みう羅 40 5 4 31 
久米路・丸尾

中購 6 おかね・おすけ・おたよ 35 4 3 3 

おもせ・およす・おいつ

小姓 3 おさん・おしん・おこん 30 4 3 2 

表使 3 はきの・いなの・あやの 30 4 3 2 
右筆 3 おたね・おかん・おとり 25 4 3 2 
次衆 6 おしめ・おれん・おとめ 20 4 3 2 

おゆり・おかし・おるつ

呉服衆 6 おふね・おすか・おかや 22 3 3 2 

おとせ・およね・おくね

盲女 2 おのち・おもち 22 3 2 2 

二之間愛 3 おとき・おむく・おはく 19 2 2 

末 2 おさよ・おそり 19 2 2 

中居 3 染川・上巻・吉川 7 2 
使番 2 雲井・藤波 7 2 
半下 11 紅梅・斬半・よりき・みと 5 一

若葉・柳・みさき・こすへ

楓・おはき・明石

右筆間小遣 2 おくる・おたん
富十 60 138 128 
， -~--ー-&..ー'ー... ....... -由..Lー ・・・
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盤査一 人数女中名 切米 扶持(人)薪(東)夏冬共炭(俵)夏冬共油(升) 沼葉銀湯の木(9月-4月)湯の木(5月-8月)
天王璃 1とみ 90お 81 201 151 32∞毘1分 15JsI 2G璽
小上璃 1てり 25石40両 51 151 101 21 170目 13JsI 17宛
大年寄 1附田 80石 71 101 61 21 124匁2分 9Ji!10宛
続 1掲 25石40高 51 151 101 21 170自 13317宛
年寄 1藤え 25石40両 51 151 101 21 170目 138 17宛
若年寄 3器E-高野 15石30罷 41 101 61 21 124匁2分 98 10宛

清崎 10宅327両 31 101 61 21124匁2分 95 10宛
中購頭 1野焼 12若28高 31 101 61 21 124匁2分 9Ji!1 10完
中稿 7かん・りゑ必り・つれ 10布27商 31 101 61 21124匁2分 9Ji!1 10宛

みを・すわ・れん 35石 41 101 61 21 124匁2分 7 7宛|
小性 2ちさ・さゑ 30苔 41 101 61 21 124匁1分 7Ji!1 7完
糠使 3l縄田 30布 41 101 61 21 124匁2分 7Ji!1 7宛

早111-成海 8石20寓 21 101 61 21 121匁2分 7Ji!1 7完
布筆 3りさ・りを・」ま 25石 41 101 61 21 121匁2分 7 1理
次頭 1浅野 8石20高 21 101 61 21121匁2分 7 7宛|
次 411まや 8石17両 21 8 (夏)3(冬)51 11 100目 6Ji!1 6宛

はま・ろく・つや・さわ 7石17両 21 81 (夏)3(冬)51 11 100目 6JsI 62E 
呉穣之鶴 §さわaとも労う 7石17高 21 81 (夏)3(冬)51 1100~I 6 坦E

たみ圃さと 22石 31 81 (夏)3(冬)51 1100自 6 明E
つよ 6石13頁 2/ 81 (夏)3(冬)51 11 ∞呂 6Ji!1 6兎

ごぜ 1こり 7石20両 21 81 (夏L3(冬)51 21 100目 6Ji!1 6宛
叩之間 5ふさ・きん 6石川面 21 81 (夏L3(冬)51 11 100目 6JsI 6Js 

ふり・とま・かな 19石 31 81 (夏i.a(冬)51 11 100自 6JsI 6~ 
35 2不明 6石10両 21 81 31 40目 6JsI 6~ 
中産 3不明 5石6寵 21 61 21 11 25匁 61 6完
機番 3不明 4石2間2分 11 31 -1 0.51 12匁 2JsI 2宛
お筆小関遅 3不明 5石 11 31 -1 0.51 12匁 1.71 1.7宛
iました 12不明 3石2両 11 31 -1 0.51 12匁 25 2宛i
針 651
C!r謹!建議案史料18記雑録追録ニニノ=]より作成}



.冒困ー・ 4 ・F 司 置 、-司』帽 守円 . ， 

役名 人数女中名 切米(石)扶持(人 薪(束 民(俵)油(升)匡菓銀(匁)湯の木(東)
大上購 1右衛門左 70 7 40 15 3 18 50 
小上購 2やち・そね 50 6 45 15 3 18 40 

介添 1瀧野 100 8 60 15 6 18 70 

局(乳人) lIr御局j 不明
年寄 4ふか野・むらせ 30 4 40 15 3 18 25 

ひろせ・なるを
中開頭 1あさ回 25 4 40 15 3 18 25 

中日頭並 1はやま 25 4 40 15 3 18 25 

中指 6かやまち・つね 20 4 40 一 3 18 25 

はや・なる・れい
小性 5もよ・から・せう 15 3 24 一 15 25 

こん・とめ
表使頭 1中川 23 4 40 15 3 18 25 

表使 2山田・磯野 20 4 40 15 3 18 25 
右筆頭 1ため 20 4 40 一 3 18 25 

右筆 2より・きち 18 4 40 3 18 25 
次 5ほり・みつ・いし 13 3 24 一 1.5 15 20 

とま・ゃっ
呉服の衆車 1みね 15 3 24 3 15 25 

呉服の衆 6ゆか・さい・みる 13 3 24 一 1.5 15 20 

みな・たか・もと
ニの問頭 1なか 13 2 24 一 1.5 15 15 

ーの間 4かる・さき・ひき・たつ 10 2 24 一 1.5 15 15 

ごぜ 2もん・らん 15 3 24 一 1.5 15 25 

末頭 11あや 12 2 24 一 3 15 15 

末 3しま・とや・まさ 10 2 17 一 9 15 

中居頭 11i穂波 10 2 17 一 9 15 

中居 3梅かえ聞夕きり・網壷 8 2 17 一 一 9 15 

使番 3不明 5 9 一 5.4 5 

はしTこ 15 不明 5 9 一 5.4 5 
富十 73 

.~ -.・ .. ‘ーー・ー ・ーー・ ι

~， -且 . - ‘ 
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f生 松姫 I松姫E 鶴姫 竹姫 淑姫 溶姫
上購年寄
大上購
介添 2 

小上鵬 2 2 2 

局 1c乳人)
大年寄
年寄 4 2 2 

中臆年寄
中年寄 3 2 

若年寄 3 4 3 

中膳 6 8(頭・並含)8(頭含) 9(頭含) 6 
小姓 3 3 5 2 

表使 3 3(頭含) 3 3 2 

右2E 3 3 3(頭含) 3 3 3 

次ヲを 6 5 5 5(頭含) 6 5 

呉服衆 6 7 7(頭含) 6 5 3 

盲女 2 2 2 

一之間衆 3 5 5(頭含) 5 7 5 
末 2 2 3 2 2 2 

中居 3 3 4(頭含) 3 3 3 

使番 2 3 3 3 3 3 

半下 11 15 15 12 17 10 
右筆間小遣 2 3 3 

計(人員数)59 67(57) 73 65 71 49 

職制の数 17 118( 1を含め 17 19 17 15 
I ___  ~喝、 r、 ・.-且畠__ r'".I.__圃・ ・a ‘--~且色 .. .崎ー E里望里哩 ...， ， ~ι ・， -

変遷」、
畑氏『江戸奥女中物語』より作成)
(松姫 Iは、入輿前の書付より作成。松姫Eは、入輿後の書付より作成。)
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図①加賀藩本郷邸松姫守殿図

(出典『東京都千代田区紀尾井町遺跡調査報告書~ p698) 
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(特 16.18-143①「御守殿廻惣御絵図j より作成)
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①・②衛医師部屋

③・④岡村丈瓶背部屋

⑤三宅忠七郎下部屋

⑥村塚道阿弥榔屋

⑦ 4戸弁担防措門
戸田清太夫 部屋

土田甚左衛門

横山喜太夫

③ j晦噺右衛守下部屋

⑨ }I(昏斯右衛門部屋

⑮御侍衆部屋

⑫・⑫街鮒之衆家来御料理被下所

⑬ 上村菊祐衛門下部屋

⑮御小間宮街道具置費

但二階働J伺遣部屋
⑬溝口惣糊日

飯塚弐左衛門

市制11
木村平八 部屋

山回藤太夫

荻原新苔

宅コ ヨコ
円

図③松姫御守殿 rr 
(特16.18-143①「御守殿廻惣御絵図」より作成)宮川越h
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図⑤ 溶姫御守殿・表御殿

(18.6-27①「江戸御上屋敷惣絵図①江戸御上屋敷絵図Jより作成)
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